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秋
の
七
草
と
萩
原

肩の力を抜いて子育てを楽しみましょう

ダム計画と振興事業
五ヶ山ダムの影響緩和と地域振興をめざして

　秋到来。秋の訪れと共に、野に山にススキの穂が美しく光り輝き始

める。この美しい日本の秋を、山上憶良は万葉集で

｢秋の野に 咲きたる花を指折り かき数ふれば 七種の花 

萩の花 尾花 葛花 撫子の花　女郎花､また藤袴　朝貌の花」と詠み、

これが秋の七草として今に至っている。萩はハギ、尾花とはススキ、

葛花はクズ、撫子とはカワラナデシコ、女郎花はオミナエシ、藤袴はフ

ジバカマ、朝貌とはキキョウのことである。春の七草が食を楽しむも

のに対し､秋の七草はいずれも花だ。それにし

ても､クズなどは”これがキレイ？”と首を傾げ

るほど地味で、現代人と万葉人の美意識の違

いを実感させられる。

　さて､本町には秋の七草すべてが自生してい

るが、その一つ「萩」の字を冠した萩原地区がある｡筆

者もそこに住む者であるが、この地に萩が咲き乱れて

いたところから、萩原と名づけられたものと思いなして

いた。確かに古語辞典には“萩が生い茂っている所”と

あるが、「萩原」という地名の由来には諸説あり簡単に

はいかない。「萩原」は、全国に多い地名で、その殆ど

は台地や丘陵地にあり、開拓地、開墾地という意味で、

「ハギ」は「剥ギトル」からきているとも言われる。換

言すれば、「野原が剥ぎとられ、開墾された所」というと

ころか。その点では、9月号で取り上げた吉野ヶ里と同

じ佳字地名とも考えられる。いずれにしても、地名の由

来については一概に言えず難しいものだ。（文責：於保  忠）

●行政トピックス……………………………

●TOWN WATCHING……………………………………

●子どもと図書のページ……………………………………

●お知らせ…………………………………………………

●保健行事・カレンダー…………………………………

CONTENTS

　今年百歳を迎えた町の最高齢者の安武
クラさん（萩原）。クラさんが生まれた
明治43年は、日本の歌百選に選出され、
みなさんもよくご存知の『春が来た』が
発表された年でもあります。そんな歌と
ともに今日まで語り継がれるお年寄りの
知恵と歴史が、今の吉野ヶ里町の礎とな
っています。

特集1

特集2

広報よしのがりは、吉野ヶ里町の公式ホームページ
のデジタル広報でも見ることができます。 http://www.town.yoshinogari.saga.jp/

「まちのたから」

表紙の ことば

広報

広報
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平成22年10月号 

やまのうえのおくら

おゆびお ななくさ

はぎ おばな くずばななでしこ

かし

おみなえし ふじばかま あさがお

は

ほとん

カワラナデシコ

クズ

カワラナデシコ

クズ

写真上：ハギ、下：ススキ
オミナエシ

フジバカマ

キキョウ

オミナエシ

フジバカマ

キキョウ

よしのかりよしのかりよしのかり
吉
野
ヶ
里

ふ
る
さ
と
●と   き　１０月２３日（土）・２４日（日）
●ところ　祭りの広場（吉野ヶ里歴史公園内）
●最寄りの駐車場：ふるさと炎まつり臨時駐車場（公園西口交差点北）
　※このほか当日は、東口・西口駐車場とも無料で、入園料も無料となります。
●実行委員会では、炎まつり当日にご協力いただくボランティアスタッフを募集しています。
　詳しくは商工観光課（東脊振庁舎）までお問い合わせください。
●まつりの詳しい内容は、ふるさと炎まつり実行委員会が配布するチラシをご覧ください。
●問い合せ：吉野ヶ里ふるさと炎まつり実行委員会事務局
　　　　　　商工観光課（東脊振庁舎）　ＴＥＬ３７－０３５０
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こ
ど
も
な
ん
て
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
の
が
あ
た
り
ま
え
。

時
に
は
、

「
ま
ぁ　

い
い
か
」
「
し
か
た
が
な
い
」
と
思
う
こ
と
が

子
育
て
を
楽
し
む
秘
訣
で
す
。

子
育
て
は
こ
ど
も
が
育
つ
だ
け
で
は
な
く
、

こ
ど
も
と
一
緒
に
感
動
し
た
り
、
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、

大
人
も
育
て
ら
れ
ま
す
。
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。

時
に
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か
た
が
な
い
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と
思
う
こ
と
が

子
育
て
を
楽
し
む
秘
訣
で
す
。

子
育
て
は
こ
ど
も
が
育
つ
だ
け
で
は
な
く
、

こ
ど
も
と
一
緒
に
感
動
し
た
り
、
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、

大
人
も
育
て
ら
れ
ま
す
。

　

は
し
の
使
い
方
、
服
の
着
方
、
ト
イ
レ
の
使
い

方
な
ど
、
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
動

作
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
す
。

　

ど
の
家
庭
で
も
、
こ
ど
も
に
伝
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
事
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

「
こ
ま
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
」
「
社
会
に
対
し

て
自
分
を
主
張
で
き
る
」
と
い
っ
た
、
親
が
大
切

に
し
て
い
る
「
生
き
る
姿
勢
」
を
し
っ
か
り
伝
え

ま
す
。

　

も
っ
と
も
基
本
的
な
し
つ
け
は
、
「
危
険
か
ら

身
を
守
る
」
こ
と
で
す
。
道
路
か
ら
と
び
だ
し
た

ら
「
あ
ぶ
な
い
」
と
叱
り
ま
す
。
ま
た
、
「
他
人

の
持
ち
物
を
、
だ
ま
っ
て
持
っ
て
き
て
は
い
け
な

い
」
「
道
路
に
ゴ
ミ
を
す
て
て
は
い
け
な
い
」

「
人
が
集
ま
る
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
騒
い
で
は
い

け
な
い
」
な
ど
、
公
共
の
ル
ー
ル
を
教
え
る
こ
と

も
、
社
会
の
一
員
と
な
る
た
め
に
必
要
な
し
つ
け

で
す
。

　

毎
日
、
こ
ど
も
を
叱
っ
て
ば
か
り
い
る
と
、
な
ん
の
た
め
に

叱
っ
て
い
る
の
か
、
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

と
き
に
は
立
ち
ど
ま
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

こ
ど
も
は
、
や
が
て
成
長
し
て
社
会
の
一
員
に
な
り
ま
す
。

育
児
の
目
標
は
、
一
人
前
の
社
会
人
と
し
て
、
こ
ど
も
自
身
が

生
き
や
す
く
、
周
囲
に
対
し
て
も
、
お
互
い
が
気
持
ち
よ
く
生

き
て
い
け
る
よ
う
な
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
社
会
の
ル
ー

ル
を
守
れ
る
人
間
に
育
て
あ
げ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

は
「
し
つ
け
」
が
大
切
で
、
こ
の
し
つ
け
の
過
程
で
、
「
叱

る
」
と
い
う
行
為
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
ど
も
が
自
立
で
き
る
よ
う
に
、
大
人
が
工

夫
し
た
り
、
援
助
し
た
り
し
て
、
成
長
を
手
助

け
し
て
い
く
の
が
「
し
つ
け
」
で
す
。
大
人
も

一
緒
に
努
力
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
が
必
要
で

す
。

　

反
面
、
こ
ど
も
が
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

大
人
の
い
ら
い
ら
し
た
感
情
で
怒
っ
た
り
、
暴

力
で
こ
ど
も
に
無
理
に
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
す

る
の
が
「
虐
待
」
で
す
。

け
っ
し
て「
し
つ
け
」
や

愛
の
ム
チ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
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問い合せ
保健課健康づくり係（きらら館）　TEL 51-1618

【
マ
マ
・
パ
パ
ゆ
っ
た
り
子
育
て
】

【
マ
マ
・
パ
パ
ゆ
っ
た
り
子
育
て
】

「
し
つ
け
」
っ
て
な
あ
に
？

必
要
な
動
作
を
教
え
る

社
会
で
の
生
き
方
を
教
え
る

親
の
生
き
方
、
価
値
観
を
伝
え
る

肩
の
力
を
抜
い
て

子
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

肩
の
力
を
抜
い
て

子
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

肩
の
力
を
抜
い
て

子
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

「
し
つ
け
」と「
虐
待
」の
違
い
は
？

４ページに
続きます

!

!

ほめ方のポイント

●こどもの心に届くように、本気でほめる。
●こどものがんばりをほめる。
●具体的な表現でほめる。
●口先だけでほめない。
●なんでもかんでもほめない。
●他のこどもと比較してほめない。

●くどくどしからない。
●難しい表現をしない。
●頭ごなしにしからない。
●「ごめんね」を強要しない。
●「○○に怒られるからダメ」は言わない。
●気分によって、叱る基準を変えない。
●他のこどもと比較をしない。
●「男の子だから」「女の子だから」という
　　　　　　　　　役割を押しつけない。
●「たたく」「つねる」など
　　　　　　　こどもの体を傷つけない。
●言葉の暴力「あんたなんか嫌い！」
　　「出て行きなさい！」などと言わない。

叱り方のポイント

【子育ての相談ができるところ】
　＊東脊振健康福祉センター「きらら館」　　
　　ＴＥＬ　５１－１６１８

　＊吉野ヶ里町家庭教育支援チーム　　　　　
　　ＴＥＬ　３７－０３４０（吉野ヶ里町社会教育課内）

＊子育て支援センター「くるみっこ」　　　
　ＴＥＬ　５２－４０８３（くるみ保育園）

＊三田川児童館
　ＴＥＬ　５３－１１１７
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Happy
Birthday

 

Happy
Birthday

 

Happy
Birthday

【家族からのメッセージ】２歳のお誕生日おめ
でとう！これからも元気いっぱい成長してね。

奈良崎　雄大くん
平成20年10月２日生まれ　【上豆田】

ならさき ゆうた

【家族からのメッセージ】歌とおどりが大
好きなゆうし君誕生日おめでとう。けいち
ゃんとも仲良くね。

黒田　侑志くん
平成19年10月20日生まれ　【萩原】

くろだ ゆうし

【家族からのメッセージ】いつも実希と遊
んでくれてありがとう。これからもいいお
兄ちゃんでいてね

山口　孟徳くん
平成17年10月７日生まれ　【西石動】

やまぐち たけのり

【11月号募集】
●対象者…11月に誕生日を迎える満１歳か
ら６歳までのお子さん ●申込方法…お子さ
んの写真を役場総務課(三田川庁舎２階)に持
参してください。なお申込み時に保護者から
のコメントなどを用紙に記入していただきま
す。※写真は掲載後お返しします。●申込締
切日…10月７日(木) 
●問い合せ…総務課秘書･広報係
TEL 37-0330
※「ハッピーバースデイ」は先着８名様で締
め切ります。

　平成17年５月30日から積極的勧奨を差し控えていましたが、平成22年度から第１期の標準年齢（３歳～）に接種の
積極的勧奨が再開されています。
　また平成22年８月27日から、第２期（９歳～13歳未満）にも新ワクチン「乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン」が使用
できるようになりました。詳しくは「きらら館」保健師まで。 

※１期完了しないまま、９０か月を超えている場合は？    
　接種勧奨の再開に伴い、勧奨差し控えによって、１期の３回（初回２回・追加１回）接種が未完了の人は、２期の対
象年齢内（９歳～13歳未満）内で不足分の接種が可能となりました。    
　　①１期を１回も接種していない　⇒　２期年齢内で３回接種    
　　②１期を１回だけ接種している　⇒　２期年齢内で２回接種    
　　③１期を２回接種している　　　⇒　２期年齢内で１回接種　    

日本脳炎予防接種のご案内

１期初回 ２回

１回目から
6日～28日
の間隔をお
いて2回目

平成22年４月１日から１期初回の積極的勧
奨対象者（３歳～４歳）には個人通知をして
います。
対象年齢（生後36～90か月）内の方で接種を
希望する人は、きらら館までお問い合わせく
ださい。

個人通知をしませんので、接種を希望する
人は、きらら館までお問い合わせください。

生後６～90か月児
(標準接種年齢：3歳～)

１期追加 １回
１期初回終
了後おおむ
ね１年後

生後６～90か月児
(標準接種年齢：４歳～)

２期 １回 　　ー9歳～13歳未満

日本脳炎 対象年齢 接種回数 間隔 内　　　　　容

　

こ
ど
も
に
と
っ
て
、
親
と
い
う
の

は
世
界
一
の
存
在
!!
か
け
が
え
な

い
存
在
で
す
。
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
の
笑
顔
が
こ
ど
も
の
笑
顔
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

子
育
て
に
不
安
が
あ
っ
た
り
、
ス

ト
レ
ス
が
い
っ
ぱ
い
で
子
育
て
が
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、
こ
ど
も
に

育
て
に
く
さ
を
感
じ
た
り
…
。

　

む
ず
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
い
い
の
か
、
人
か
ら

知
恵
を
借
り
て
み
る
の
も
い
い
方
法

で
す
よ
。

問い合せ
保健課健康づくり係（きらら館）TEL 51-1618
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　佐賀県内の予防接種広域実施医療機関で接種することができます。
予防接種（ワクチン）の種類 対 象 者
三種混合
（ジフテリア・百日咳・破傷風） 生後３～90か月児

生後12～24か月児

生後36～90か月児

年長児
（平成16年４月２日～
　平成17年４月１日生まれ）

個別予防接種のお知らせ
〈乳幼児個別予防接種〉

麻しん・風しん混合（2期）

日本脳炎

麻しん・風しん混合（1期）

●

●

●

●

●接種するときの注意点
接種を希望する医療機関が予防接種の広域実施医療機関であ
るかを事前に確認してください。
予約が必要なときは、医療機関に直接予約してください。
※西谷クリニックは今年度から予約が必要となっています。
お子様の体調をチェックし、予診票に必要事項を記入してく
ださい。
医療機関には予診票と母子手帳を忘れずに持参してください。

人
か
ら
知
恵
を
借
り
る
の
も
…

問い合せ
保健課健康づくり係（きらら館）　TEL 51-1618

【ママ・パパゆったり子育て】

三田川児童館TEL  53-1117

東脊振健康福祉センター「きらら館」
TEL  51-1618
東脊振健康福祉センター「きらら館」
TEL  51-1618

子育ての相談が
できるところ
子育ての相談が
できるところ
子育ての相談が
できるところ
子育ての相談が
できるところ

吉野ヶ里町家庭教育支援チーム
TEL  37-0341（社会教育課内）
吉野ヶ里町家庭教育支援チーム
TEL  37-0341（社会教育課内）

子育て支援センター「くるみっこ」
TEL  52-4083（くるみ保育園内）
子育て支援センター「くるみっこ」
TEL  52-4083（くるみ保育園内）

三田川児童館TEL  53-1117
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　いよいよ本格的なかぜ・インフルエンザの季節が到来します。
昨年、「新型インフルエンザ」の世界的大流行を目の当たりにし、皆さんも感染予防の大切さを
痛感したのではないでしょうか。
　一人ひとりが次の予防対策を徹底し、感染・流行を未然に防ぎましょう。

帰宅時などの手洗い・うがいは個人でできる予防法では最も確実で手軽なものです。
外から室内に入ったとき、食事の前など気づいたときにこまめに行いましょう。

マスクをすると、口の中の湿気が保たれ病原体が体内に侵
入しにくくなります。

体力や抵抗力を高めることで感染しにくくなります。

流行時にはできるだけ人ごみに行かないようにし、病原体
であるウイルスを寄せ付けないようにしましょう。

インフルエンザを効果的に予防する方法が予防接種です。
予防接種は感染してしまった時の症状も軽くすることがで
きます。

　今年の秋以降に接種される(季節性)ワクチンは、季節性と新型の両方に対応できる『新たなインフルエン

ザワクチン』となっています。これにより、季節性と新型が同時に接種できるようになったため、経済的・

身体的負担等が軽減されました。

＜接種回数＞
　13歳未満：２回　　13歳以上：１回
　※13歳以上の人でも免疫疾患など持病がある人は、医師の判断により２回の接種になることがあります。

＜接種費用＞
　医療機関によって異なりますので、医療機関に直接お問い合せください。なお、ワクチン接種には次の費

用助成制度があります。

【新たなインフルエンザワクチン接種費用助成】
●全額助成（無料）

●対象者　　①生活保護世帯員　　②町県民税非課税世帯員

●助成方法　事前に役場総合窓口で助成証明書の交付を受け、接種の際に医療機関に提出してくだ

　　　　　　さい。

●一部助成（個人負担額1,000円）

●対象者　　①65歳以上の人

　　　　　　②60歳以上65歳未満で、心臓、じん臓又は呼吸器の機能及びヒト免疫不全ウイルス

　　　　　　　による免疫の機能に障害を有するものとして厚生労働省で定める人

●助成方法　県内予防接種広域実施医療機関で接種することで、接種の際に医療機関で支払う費用

　　　　　　が助成適用額(1,000円)となります。

空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下し、かぜ
やインフルエンザにかかりやすくなります。加湿器などを
使って、十分な湿度（50～60％）を保ちましょう。

＊助成証明書による接種費用免除、及び高齢者の予防接種費用助成は、
　佐賀県内の予防接種広域実施医療機関でのみ適用されます。

7 YOSHINOGARI

問い合せ 保健課健康づくり係（きらら館）　TEL 51-1618

健康な人でも油断は禁物

感染しないための予防対策
今年（2010/11年シーズン）の
インフルエンザワクチン

予防接種と、
マスク、消毒液の ”インフルエンザ予防セット”で、
元気に過ごしましょう!!

○外出後のうがいや手洗いを日常的に行いましょう

○外出時はマスクを着用しましょう

○栄養と休養を十分にとりましょう

○人ごみや繁華街への外出は控えましょう

○インフルエンザワクチンを接種しましょう

○室内では適度な湿度を保ちましょう

かぜ インフル
エンザ
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五
ヶ
山
ダ
ム

　

福
岡
都
市
圏
の
水
が
め
と
な
る
多
目
的
ダ
ム
で
、
総
貯
水
量
は
北
山
ダ
ム
の
約
２
倍
の
４
０

２
０
万
ト
ン
。
ダ
ム
サ
イ
ト
は
高
さ
１
０
２
ｍ
、
幅
５
５
６
ｍ
。
総
事
業
費
１
０
５
０
億
円
。

建
設
目
的
は
①
洪
水
調
整
、
②
水
道
用
水
の
取
水
（
１
日
１
万
ト
ン
）
、
③
渇
水
対
策
な
ど
。

建
設
に
よ
り
、
佐
賀
県
側
と
福
岡
県
側
の
２
町
１
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
水
没
す
る
。
水
没
住
民

は
吉
野
ヶ
里
町
と
福
岡
県
那
珂
川
町
を
中
心
に
移
転
が
完
了
し
て
、
現
地
に
居
住
者
は
い
な
い
。

佐
賀
県
側
に
は
、
全
く
利
水
が
な
い
福
岡
県
営
の
ダ
ム
で
あ
る
。

　

現
在
、
平
成
29
年
度
完
成
に
向
け
、
国
・
県
道
の
付
替
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

　

昨
年
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
ダ
ム
本
体
工
事
未
着
工
の
見
直
し
検
証
89
ダ
ム
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
る
。

ダ
ム
の
影
響
緩
和
と
地
域
振
興
を
め
ざ
し
て

ダ
ム
計
画
と
振
興
事
業

ダ
ム
計
画
と
振
興
事
業

ダ
ム
計
画
と
振
興
事
業

五
ヶ
山
ダ
ム
特
集

五ヶ山ダム主要経過
昭和53年～54年 福岡都市圏を中心に287日におよぶ大渇水

昭和54年度～57年度 予備調査[地形測量、物理探査、水文調査]

昭和57年12月 福岡県知事、ダム建設の協力依頼のため来村

昭和58年度～62年度 実施計画調査[試錐、地形測量、物理探査]

昭和63年度 ダム建設事業採択

平成  3年6月 五ヶ山ダム水没対策協議会発足

平成  3年12月 ダム軸(位置)決定

平成  4年～ 付け替え道路の測量設計に着手

平成  8年度 用地補償調査協定書調印

平成  9年11月 ダム事業全体計画認可

平成13年10月 那珂川水系河川整備計画策定

平成14年12月 損失補償基準集団調印

平成15年度～ 用地買収開始

平成15年 5月 ダム指定閣議決定(＊水特法第2条)

平成16年度～ 付け替え道路および集団移転地造成工事に着手

平成16年 5月 水源地域の指定(＊水特法第3条)

平成16年 6月 水源地域整備計画の決定(＊水特法第4条)

平成16年 9月 水源地域振興事業の負担金基本協定書締結(55億円)

平成18年度 集団移転完了

平成20年12月 水源地域振興事業の負担金基本協定書の一部変更

ダ
ム
建
設
と
水
源
地
域
振
興
事
業
費
５５
億
円

ダ
ム
建
設
と
水
源
地
域
振
興
事
業
費
５５
億
円

ダ
ム
建
設
と
水
源
地
域
振
興
事
業
費
５５
億
円

水
特
法
は
ダ
ム
影
響
緩
和
の

特
別
措
置
法

　

水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
は
一
般
的
に
「
水

特
法
」
と
呼
ば
れ
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る
影
響
を
著

し
く
受
け
る
水
源
地
域
の
生
活
環
境
な
ど
の
整
備

を
図
る
特
別
措
置
法
で
、
昭
和
49
年
に
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
規
模
事
業
で
あ
る
ダ
ム
建
設
事
業
は
、
水
没

者
の
財
産
を
補
償
す
る
の
み
で
解
決
す
る
も
の
で

な
く
、
水
没
地
域
住
民
の
移
転
に
よ
る
水
源
地
域

の
衰
退
な
ど
、
地
域
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
利
水
や
治
水

な
ど
の
受
益
が
下
流
域
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
対

す
る
不
公
平
感
の
解
消
対
策
で
も
あ
り
、
水
源
地

域
の
振
興
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
川
内
地
区
全
25
戸
が
水
没
す
る
な
ど
、
多
大

な
影
響
を
与
え
る
ダ
ム
と
し
て
、
平
成
16
年
に
国

土
交
通
大
臣
に
よ
っ
て
、
ダ
ム
の
影
響
を
受
け
る

地
域
で
あ
る
「
水
源
地
域
」
と
、
振
興
事
業
で
あ

る
「
水
源
地
域
整
備
計
画
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、
事
業
実
施
に
要
す
る
費
用
負

担
を
、
ダ
ム
の
受
益
者
で
あ
る
福
岡
県
な
ど
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

決
定
し
た
「
水
源
地
域
」
は
、
水
没
地
区
を
含

む
旧
東
脊
振
村
大
字
松
隈
で
「
水
源
地
域
」
の
例

外
と
し
て
認
め
ら
れ
た
事
業
は
、
下
三
津
東
地
区

の
集
団
移
転
地
に
関
連
す
る
事
業
の
み
で
す
。

　

旧
東
脊
振
村
と
し
て
は
、
こ
の
「
水
源
地
域
」

の
み
で
は
、
ダ
ム
の
影
響
緩
和
は
で
き
な
い
と
し

て
、
旧
村
全
域
を
影
響
緩
和
の
区
域
と
し
て
福
岡

県
と
交
渉
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
要

望
を
承
諾
し
た
福
岡
県
・
福
岡
市
他
２
水
道
企
業

団
は
、
旧
村
全
域
を
対
象
と
し
た
「
水
源
地
域
振

興
事
業
の
負
担
金
基
本
協
定
書
」
を
平
成
16
年
９

月
に
締
結
し
ま
し
た
。
55
億
円
の
経
費
負
担
割
合

や
期
間
な
ど
に
つ
い
て
協
定
さ
れ
、
最
終
年
度
に

は
負
担
金
を
精
算
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

負
担
期
間
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
ダ
ム
完
成
の

平
成
22
年
度
ま
で
が
、
工
期
の
延
長
に
よ
っ
て
、

平
成
29
年
度
に
変
更
さ
れ
、
振
興
事
業
も
同
年
度

完
了
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
特
法
を
基
本
と
し
た
振
興
事
業
は
、
ダ
ム
建

設
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生

じ
、
そ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
事

業
計
画
が
必
要
と
な
る
か
、
合
理
的
に
国
土
交
通

省
や
費
用
負
担
者
で
あ
る
福
岡
県
な
ど
に
説
明
で

き
る
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
施
で
き
る
事
業
は
、
同
法
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
①
生
活
居
住
地
の
確
保
、
②
生
活
収
入
の
確
保
、

③
生
活
安
全
性
の
確
保
、
④
生
活
利
便
性
の
確
保
、

⑤
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
⑥
ダ
ム
貯
水
池
の
水
質

保
全
の
６
項
目
を
目
的
と
し
た
24
事
業
が
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
57
年
12
月
、
福
岡
県
知
事
よ
り
五
ヶ
山
ダ

ム
建
設
協
力
の
依
頼
が
あ
っ
て
か
ら
、
小
川
内
地

区
の
水
没
者
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
一
貫
し
て

水
没
者
の
生
活
再
建
を
最
優
先
に
ダ
ム
問
題
に
対

応
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
水
没
者
の
補
償
と
水
特
法
に
よ
る
水
源
地

対
策
の
両
面
か
ら
福
岡
県
と
協
議
を
進
め
て
き
た

な
か
で
、
「
水
没
者
の
要
望
」
と
行
政
施
策
の
基

本
と
な
る
「
長
期
総
合
計
画
」
よ
り
、
実
施
し
う

る
水
源
地
域
振
興
事
業
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
振
興
事
業
は
、
旧
東
脊
振
村
か
ら
吉
野
ヶ

里
町
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
新
町
建
設
計

画
」
や
平
成
20
年
３
月
策
定
の
「
吉
野
ヶ
里
町
総

合
計
画
」
に
も
振
興
事
業
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
に
実
施
し

た
事
業
は
、
集
団
移
転
地
関
連
の
道
路
・
下
水
道

整
備
事
業
や
、
町
道
・
林
道
の
整
備
、
ま
た
、
交

流
と
農
林
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
、
「
さ
ざ
ん

か
千
坊
館
」
、
「
山
茶
花
の
湯
」
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
、
県
等
の
補
助
金
と
合
計
し
て
、

約
22
億
円
の
事
業
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
の
広
報
９
月
号
で
掲
載
し
た
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
も
重
要
な
振
興
事
業
の
一
環
と

し
て
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
ま
で
の
限
り

あ
る
期
間
に
町
の
振
興
に
向
け
た
事
業
の
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
は
一
般
的
に

「
水
特
法
」
と
呼
ば
れ
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る

影
響
を
著
し
く
受
け
る
水
源
地
域
の
生
活
環

境
な
ど
の
整
備
を
図
る
特
別
措
置
法
で
、
昭

和
49
年
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
事
業
で
あ
る
ダ
ム
建
設
事
業
は
、

水
没
者
の
財
産
を
補
償
す
る
の
み
で
解
決
す

る
も
の
で
な
く
、
水
没
地
域
住
民
の
移
転
に

よ
る
水
源
地
域
の
衰
退
な
ど
、
地
域
に
与
え

る
影
響
を
緩
和
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
利
水
や
治
水
な
ど
の
受
益
が
下

流
域
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
不
公
平

感
の
解
消
対
策
で
も
あ
り
、
水
源
地
域
の
振

興
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
川
内
地
区
全
25
戸
が
水
没
す
る
な
ど
、

多
大
な
影
響
を
与
え
る
ダ
ム
と
し
て
、
平
成

16
年
に
国
土
交
通
大
臣
に
よ
っ
て
、
ダ
ム
の

影
響
を
受
け
る
地
域
で
あ
る
「
水
源
地
域
」

と
、
振
興
事
業
で
あ
る
「
水
源
地
域
整
備
計

画
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、
事
業
実
施
に
要
す
る
費

用
負
担
を
、
ダ
ム
の
受
益
者
で
あ
る
福
岡
県

な
ど
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

決
定
し
た
「
水
源
地
域
」
は
、
水
没
地
区

を
含
む
旧
東
脊
振
村
大
字
松
隈
で
「
水
源
地

域
」
の
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
た
事
業
は
、

下
三
津
東
地
区
の
集
団
移
転
地
に
関
連
す
る

事
業
の
み
で
す
。

振
興
事
業
負
担
金
は

平
成
29
年
度
に
精
算

道
路
整
備
や
交
流
施
設
整
備
で

地
域
振
興

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
含
み

新
町
に
引
き
継
が
れ
た
振
興
事
業

　

吉
野
ヶ
里
町
と
福
岡
県
那
珂
川
町
境
に
建
設
さ
れ
る
福
岡
県
営
「
五
ヶ
山
ダ
ム
」
に
よ
り
、
水
没

地
の
本
町
に
負
担
金
総
額　

億
円
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
特
法
に
基
づ
き
ダ
ム
の
受
益
が
全
く

な
い
本
町
に
受
益
者
で
あ
る
福
岡
県
他
利
水
3
者
が
、
不
公
平
解
消
と
な
る
振
興
費
を
平
成　

年
度

か
ら
ダ
ム
完
成
の
平
成　

年
度
ま
で
分
割
し
て
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
旧
東
脊
振
村
で
計
画
さ
れ
た
林
道
・
町
道
整
備
、
山
茶
花
の
湯
や
さ
ざ
ん
か
千
坊
館
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
事
業
を
引
き
継
ぎ
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

振
興
事
業
期
間
は
、
ダ
ム
完
成
ま
で
の
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
事
業
の
進
捗
に
よ
っ
て
は
負

担
金
の
返
還
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

55

16

29

　

吉
野
ヶ
里
町
と
福
岡
県
那
珂
川
町
境
に
建
設
さ
れ
る
福
岡
県
営
「
五
ヶ
山
ダ
ム
」
に
よ
り
、
水
没

地
の
本
町
に
負
担
金
総
額　

億
円
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
特
法
に
基
づ
き
ダ
ム
の
受
益
が
全
く

な
い
本
町
に
受
益
者
で
あ
る
福
岡
県
他
利
水
3
者
が
、
不
公
平
解
消
と
な
る
振
興
費
を
平
成　

年
度

か
ら
ダ
ム
完
成
の
平
成　

年
度
ま
で
分
割
し
て
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
旧
東
脊
振
村
で
計
画
さ
れ
た
林
道
・
町
道
整
備
、
山
茶
花
の
湯
や
さ
ざ
ん
か
千
坊
館
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
事
業
を
引
き
継
ぎ
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

振
興
事
業
期
間
は
、
ダ
ム
完
成
ま
で
の
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
事
業
の
進
捗
に
よ
っ
て
は
負

担
金
の
返
還
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

水源地域振興事業でこれまでに整備した主なもの

55

16

29
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水源地域振興事業に55億円が負担される
内容を伝える平成16年当時の各社の新聞
水源地域振興事業に55億円が負担される
内容を伝える平成16年当時の各社の新聞

町道三津・山田線改良事業 林道小川内線開設・舗装事業 霊仙寺跡整備事業 松隈親水公園整備事業

ひがしせふり温泉「山茶花の湯」 道の駅吉野ヶ里「さざんか千坊館」

（完成イメージ図）



五ヶ山ダム水源地域振興事業リストダム水源地域振興事業リスト

五ヶ山ダム主要経過五ヶ山ダム主要経過
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昭和53年～54年 福岡都市圏を中心に287日におよぶ大渇水

昭和54年度～57年度 予備調査[地形測量、物理探査、水文調査]

昭和57年12月 福岡県知事、ダム建設の協力依頼のため来村

昭和58年度～62年度 実施計画調査[試錐、地形測量、物理探査]

昭和63年度 ダム建設事業採択

平成  3年  6月 五ヶ山ダム水没対策協議会発足

平成  3年12月 ダム軸(位置)決定

平成  4年～ 付け替え道路の測量設計に着手

平成  8年度 用地補償調査協定書調印

平成  9年11月 ダム事業全体計画認可

平成13年10月 那珂川水系河川整備計画策定

平成14年12月 損失補償基準集団調印

平成15年度～ 用地買収開始

平成15年  5月 ダム指定閣議決定(＊水特法第2条)

平成16年度～ 付け替え道路および集団移転地造成工事に着手

平成16年  5月 水源地域の指定(＊水特法第3条)

平成16年  6月 水源地域整備計画の決定(＊水特法第4条)

平成16年  9月 水源地域振興事業の負担金基本協定書締結(55億円)

平成18年  3月 水源地域振興事業は、新町に引き継がれる

平成18年度 集団移転完了

平成20年12月 水源地域振興事業の負担金基本協定書の一部変更

 1 町道三津・山田線改良事業 完了
 2 下三津東地区下水道整備事業 完了
 3 有線放送設備整備事業 完了
 4 防火施設整備事業 完了
 5 林道蛤岳線舗装事業 完了
 6 林道豆野線舗装事業 完了
 7 林道松隈線舗装事業 完了
 8 松隈親水公園整備事業 完了
 9 さざんか園周辺整備事業 完了
 10 町道永山・坂本峠線改良事業 実施中
 11 林道小川内線開設・舗装事業 実施中
 12 林道杢ノ瀬線舗装事業 実施中
 13 霊仙寺跡整備事業 実施中
 14 防災行政システム設備整備事業 実施中
 15 町道松隈線改良事業 実施中
 16 町道坂本線改良事業 実施中
 17 有害鳥獣駆除対策事業 実施中
 18 温浴施設整備事業 実施中
 19 総合文化センター整備事業 実施中

 20 茶園基盤整備事業 検討中
 21 防霜施設整備事業 検討中
 22 ふれあいセンター整備事業 検討中
 23 蛤水道整備事業 検討中
 24 四阿整備事業 検討中
 25 総合文化財資料センター整備事業 検討中
 26 交流研修施設整備事業 検討中
 27 （仮）子供交流館建設事業 検討中
 28 自然公園 検討中
 29 県道早良・中原停車場線（現道分） 15％町負担分

＊No1～4は下三津東地区の集団移転地関連事業です。
＊実施中は、基本構想や測量設計段階も含んでいます。

五
ヶ
山
ダ
ム

　

福
岡
都
市
圏
の
水
が
め
と
な
る
多
目
的
ダ
ム
で
、
総
貯
水
量
は
北
山
ダ

ム
の
約
２
倍
の
４
０
２
０
万
ト
ン
。
ダ
ム
サ
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ト
は
高
さ
１
０
２
ｍ
、
幅

５
５
６
ｍ
。
総
事
業
費
１
０
５
０
億
円
。
建
設
目
的
は
①
洪
水
調
整
②
水

道
用
水
の
取
水(

１
日
１
万
ト
ン)

③
渇
水
対
策
な
ど
。
建
設
に
よ
り
、
佐
賀

県
側
と
福
岡
県
側
の
２
町
１
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
水
没
す
る
。

　

水
没
住
民
は
吉
野
ヶ
里
町
と
福
岡
県
那
珂
川
町
を
中
心
に
移
転
が
完
了

し
て
、
現
地
に
居
住
者
は
い
な
い
。
佐
賀
県
側
に
は
、
全
く
利
水
が
な
い

福
岡
県
営
の
ダ
ム
で
あ
る
。

　

現
在
、
平
成
29
年
度
完
成
に
向
け
、
国
・
県
道
の
付
替
工
事
が
進
ん
で

い
る
。

　

昨
年
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
ダ
ム
本
体
工
事
未
着
工
の
見
直
し
検
証
89

ダ
ム
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

①完了した事業

＊町道三津・山田線改良事業＊下三津東地区下水道整備事業＊有線放送設備整備事業＊防火施設整備事業、

林道蛤岳線舗装事業、林道豆野線舗装事業、林道松隈線舗装事業、松隈親水公園整備事業、

さざんか園周辺整備事業（＊4事業は集団移転地関連事業です。）

②実施中の事業

町道永山・坂本峠線改良事業、林道小川内線開設・舗装事業、林道杢ノ瀬線舗装

事業、霊仙寺跡整備事業、防災行政システム設備整備事業、町道松隈線改良事業、

町道坂本線改良事業、有害鳥獣駆除対策事業、温浴施設整備事業、

総合文化センター整備事業（基本構想や測量設計段階も含んでいます。）

②実施中の事業

町道永山・坂本峠線改良事業、林道小川内線開設・舗装事業、林道杢ノ瀬線舗装

事業、霊仙寺跡整備事業、防災行政システム設備整備事業、町道松隈線改良事業、

町道坂本線改良事業、有害鳥獣駆除対策事業、温浴施設整備事業、

総合文化センター整備事業（基本構想や測量設計段階も含んでいます。）

③今後実施予定の事業

茶園基盤整備事業、防霜施設整備事業、

ふれあいセンター整備事業、

蛤水道整備事業、四阿整備事業、

総合文化財資料センター整備事業、

交流研修施設整備事業、

子供交流館建設事業、

自然公園整備事業、

県道早良・中原停車場線（15％町負担）

③今後実施予定の事業

茶園基盤整備事業、防霜施設整備事業、

ふれあいセンター整備事業、

蛤水道整備事業、四阿整備事業、

総合文化財資料センター整備事業、

交流研修施設整備事業、

子供交流館建設事業、

自然公園整備事業、

県道早良・中原停車場線（15％町負担）
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ダム建設に伴う国道385号付け替え工事（写真）

問い合せ 企画課ダム対策係（三田川庁舎）TEL 37-0332

グラウンド内
内

内

◇
テ
ン
ト
の
撤
去
・
清
掃
は
抽
選
会
終
了
後
に
お
願
い
し
ま
す
。
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「仁比山デジタル中継局」
開局のお知らせ

さが県民手帳発売！23年版

東脊振健康福祉センター「きらら館」内
保健課健康づくり係　TEL51-1618

＜調査票の記入はお済みですか＞

平成22年国勢調査に協力をお願いします!
園児募集 吉野ヶ里町立東脊振幼稚園

委員募集 吉野ヶ里町観光戦略みらい会議（仮称）

　10月１日を基準日として、全国一斉に平成22年国勢調査が実施されています。
　町内全世帯のみなさまのお手元には、総務大臣より任命された調査員が平成22年国勢
調査の『調査票』を配布しています。
　国勢調査は人口や世帯の実態を明らかにし、行政の基礎資料として活用されるもので、
吉野ヶ里町として合併後はじめての国勢調査であり、町の重要な財源である地方交付税
の算定基礎ともなります。
　『調査票』は簡単なマークシート方式による回答が主で、記入いただいた『調査票』
の内容については、統計法により厳重に保護され、集計後は速やかに処分されます。
　また、今回より、『調査票』は完全に封入して提出していただくことになっており、郵
送による提出も可能となっています。
　より住みやすい吉野ヶ里町づくりのため、調査へのご協力をお願いします。
※10月1日現在で調査票がお手元に届いていない方は下記まで連絡をお願いします。

　吉野ヶ里町をサービスエリアとする仁比山デジタル中継局が８
月９日に開局しました。送信場所は神埼市日の隈山です。日の隈
山へアンテナを向けている人で、地上デジタル放送対応のテレビ
をお持ちの人は再スキャン操作を行ってください。
　なお、地形や建物などの影響や設備の状況などで受信できない
場合があります。

　手帳としての機能（各月行事予定表や日記欄）はもちろん、各都道
府県、県内市町の人口、面積などを掲載した統計編をはじめ、観光施
設の案内や官公庁の所在地、郷土の歳時記（市町のイベント）、その
他、さが県民手帳ならではの仕事や暮らしに役立つ情報を多数掲載し
ています。
●価格　　　大型（14.2cm×9.0cm）　６５０円
　　　　　　小型（10.8cm×7.5cm）　５００円
　※大型、小型共に専用鉛筆付き
●色　　　　若葉色
●発売時期　10月下旬発売予定（事前予約受け付けます）

●募集人員
　３年保育児(平成19年４月２日～平成20年４月１日生まれ)・・・募集人員32名 
　２年保育児(平成18年４月２日～平成19年４月１日生まれ)・・・募集人員19名 
　１年保育児(平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれ)・・・募集人員  7名
●募集対象
　幼児、保護者ともに吉野ヶ里町内在住者
●入園及び在園時の経費

●募集人員
　３年保育児(平成19年４月２日～平成20年４月１日生まれ)・・・募集人員32名 
　２年保育児(平成18年４月２日～平成19年４月１日生まれ)・・・募集人員19名 
　１年保育児(平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれ)・・・募集人員  7名
●募集対象
　幼児、保護者ともに吉野ヶ里町内在住者
●入園及び在園時の経費

　町では、町の現状をとらえ観光を町の基幹産業にしていくために、地元資源の新たな掘り起こしや資源を
活かした集客策の検討、観光客の満足を引き出すためのもてなしなどの取り組みを、町民みんなで知恵を出
し合って実行していきたいと考えています。今回、そのための推進組織として｢吉野ヶ里町観光みらい会議
（仮称)｣を立ち上げ、みんなでひとつずつ取り組みを実現させていくために委員を募集します。
●応募資格　町内在住または町内の事業所に勤務する人で町の観光に興味のある人。性別、年齢は問いま
　　　　　　せん。
●募集人員　10名程度
●応募方法　住所、氏名、年齢、職業、電話番号、応募の動機を簡潔に書いて、係あてに持参、郵送、FAX
　　　　　　またはメールで応募してください。
●応募期限　10月29日（金）必着

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒842-0193　吉野ヶ里町三津777　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　商工観光課（東脊振庁舎）　TEL 37-0350       FAX 53-1106
　　　　　　　　　  　　　　　　　 shoukoukankou@town.yoshinogari.lg.jp

●保育内容
（１）保育時間　平日９時00分～14時30分
（２）登 降 園　３歳児は保護者の送迎が必要です。
　　　　　　　　４・５歳児は職員の引率により指定場所まで徒歩降園します。
　　　※希望者は、コミュニティバス「さざんか号・さくら号」の利用もできます。
（３）預かり保育はありませんが、４・５歳児は特別な理由（通院、近所の祭事手伝い、兄姉の参観日等）
　　　に限り15時30分まで預かります。
●応募者多数の場合
・平成23年４月1日現在で兄・姉が就園している幼児を優先
・遠距離（吉野ヶ里町松隈・坂本・永山地区）の幼児を優先
・抽選により決定(抽選が必要な場合、12月上旬に教育委員会学校教育課から連絡します。)
●申し込み用紙
　申込書は学校教育課・役場両庁舎総合窓口係・東脊振公民館・東脊振幼稚園に準備しています。
●申し込み期間　11月１日（月）から11月26日（金）まで

入園料
授業料／月額
牛乳代／月額
遠足積立（４月～９月）／月額
教材費・絵本代・誕生会費等／月額
用品代／年額
※給食（おかずのみ）費は実績により徴収　　210円/１食当たり※給食（おかずのみ）費は実績により徴収　　210円/１食当たり

5,000円
8,500円
650円

約1,100円
約2,500円
約6,000円

13 YOSHINOGARI

申込み・問い合せ

 

 

問い合せ 企画課（三田川庁舎） TEL 37-0332

申込み・問い合せ

応募・問い合せ

学校教育課（中央公民館）　TEL 37-0339

問い合せ
企画課（三田川庁舎） TEL 37-0332

問い合せ サガテレビ　　TEL 23-9131
企画課（三田川庁舎）TEL 37-0332
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　「読書の秋」が到来しました。１年中で一番
過ごしやすい今こそ、子どもも大人もこぞって
読書の世界に浸り、心豊かに過ごしたいもので
す。
　さて、皆さんご存じだったでしょうか？三田
川中学校図書室に、「秋吉文庫」があること
を。この文庫は、吉野ヶ里町（箱川下分）出身
で神奈川県在住の秋吉勝巳様より頂いた寄附を
もとに購入された書籍がいっぱいです。「生徒
達に読書を」という思いで、なんと昭和57年
から、29年間の永きにわたり寄附を続けられ
てきました。総冊数は1,505冊、ＤＶＤ30
巻。金額にして350万円にも上ります。そして
今年、最後の寄附ということで、「生徒達の健やかな学園生活を心から
祈念します。」とのメッセージを添えて100万円を頂きました。
　三田川中学校に読書好きの生徒が多く、２年前には読書活動優秀校と
して「文部科学大臣表彰」を受けたのも、ふるさとの若者の成長を願
う、秋吉様の温かい善意の賜といっても過言ではないと思います。
　秋吉様のこれまでのお志に心より敬意と感謝をささげ、お礼を申し上
げます。　（吉野ヶ里町教育委員会）

　8月7日（土）、吉田地区では子供
クラブ、地区の "わ" づくり委員会、吉田を守る会の合同で約
100名が参加して廃品回収を行いました。
 この活動は、廃品回収を通して環境に対する意識を高めると
ともに、一人暮らしの家庭や高齢者夫婦の家庭にも声かけを
行い、地区住民が顔見知りになり地域の絆を深めることも目
的としています。参加した住民は「暑かったけど地区がきれ
いになり感謝しています」と話していました。

　8月23日、三田川児童館で地域安全防犯広報隊による寸劇「いかのお
すし」が行われました。
　この劇は、夏休みに学童保育を利用している子ども達約50人を対象
に、声かけ被害を防止するために行われたもので、「いかのおすし」を

キーワードに「いかない、のらない、おおごえで叫ぶ、すぐ逃げる、しらせる」と、子ども達に注意を呼びかけ
ました。不審者から同級生の名前を教えてという電話がかかってくる場面では、子ども達から「教えちゃだめ
～」と声が上がっていました。

　9月5日（日）、第7回吉野ヶ里夢ロマン軽トラ市がJR吉野ヶ
里公園駅周辺で開催されました。9月とはいえ残暑厳しい中、約
4,500人の買い物客で賑わいました。
　今回は『たまごor梨のつかみどり』イベントが行われ、子ども
から大人までたくさんの人で行列ができ、玉子も梨も開始から約
30分で無くなって終了となる盛況ぶりでした。
　次回の吉野ヶ里夢ロマン軽トラ市は、10月3日（日）8:00～
11:30に開催されます。10月のイベントは恒例の「たまごのつ
かみ取り、ひょっとこ踊り、子供赤熊太鼓など盛りだくさんです。
●問い合せ　吉野ヶ里町商工会（TEL52-4644）

　9月19日、三田川健康福祉センター「ふれあい館」で、町内のお
年寄り約400人が参加し敬老会が開催されました。
　式典の部で、男女最高齢者の紹介や金婚該当者への記念品の贈呈
などが行われた後、演芸の「吉野ヶ里炎祭り劇団」が熱演する佐賀
仁○加で楽しみました。会場内は終始笑顔と和やかな雰囲気で包ま
れていました。
【最高齢者】男性＝岡村　弘さん（95歳・萩原）
　　　　　　女性＝安武クラさん（100歳・萩原）

15 YOSHINOGARI

厳しい残暑にも負けず
第7回吉野ヶ里夢ロマン軽トラ市

笑顔で長生き
平成22年度敬老会

いかのおすし
地域安全防犯広報隊の寸劇

地域の力
吉田地区廃品回収

写真上＝町長から記念品を受け取る
金婚者。おめでとうございます!!

写真左＝恒例の「炎祭り劇団」の
仁○加で会場は大爆笑。

ヨーヨー釣りを楽しむ園児たち

秋
吉
さ
ん
の
写
真
を
飾
っ
た
パ
ネ
ル

秋吉文庫の本を読む通学生

行列を作ってオープンを待つ買い物客

集まった廃品を整理する参加者

ボードを使って「いかのおすし」を説明する広報隊（左）と熱心に寸劇を見る子ども達

三田川中学校「秋吉文庫」さらに充実
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　9月15日（水）、丸山球場で97人が参加して第10回吉野
ヶ里町老人クラブ連合会東脊振支部グラウンド・ゴルフ大会
が開催されました。「もう少し、行け行け！」と大きな声で
声援が飛び、10本のホールインワンもでました。また今回は
最高齢の参加者には特別賞が贈られ、大会に花を添えまし
た。入賞者は次のとおりです。

　6月21日、神埼地区消防本部で町内の火災で初期消火に努め
た三田川小3年の北村颯太くん（立野）、内川裕斗くん（立
野）、大田和真くん（立野）が表彰を受けました。3人は帰宅途
中に田んぼの斜面が燃えているのに気づき近所の住民と共に消
火活動を行いました。消防長からは「勇気を持って初期消火をし
てくれたお陰で助かりました」と感謝の言葉がかけられました。

●第30回九州ブロックスポーツ少年団空
手道大会
　7月31日・8月1日（宗像市民体育館）
【大会成績】（敬称略）
●団体組手3位　鬼崎智也・野平龍樹・稲
葉皓哉（東脊振小6年）
（東脊振空手クラブ）

●佐賀県スポーツ少年団空手道大会
　8月22日（江北町ネイブル体育館）
【大会成績】（敬称略）
●個人組手優勝　相良杏菜（東脊振中3年）
●個人組手2位　平井　豪（三田川中3年）
●個人組手2位　青山怜司（東脊振中1年）
（三田川空手クラブ）

　8月21･22日に香川県多度津町で「第4
回全国中学生少林寺拳法大会」が開催さ
れ、男子単独演武の部で桶舎翔太くんが4
位、男子団体演武の部3位、女子団体演武の
部では5位に入賞しました。

優勝 江口光蔵さん（西石動）
２位 古川道雄さん（大曲）
３位 最所喜代子さん（上石動）

特別賞 古川靜男さん（大曲）89歳
特別賞 平川菊枝さん（松葉）85歳

　佐賀エレクトロニックスは、8月20日から22日、鹿児島県で開
催された国体九州ブロック大会で、1回戦で福岡県代表に
（2-0）、準決勝では大分県代表に（2-0）、決勝戦では宮崎県代
表にフルセットの末（2-1）勝利し、3年連続3回目の国体出場を
決めました。
　また、8月に行
われた「全日本ク
ラブカップ選手
権」でも決勝戦で
TDKクラブ（秋
田）に（2-0）で
勝ち、大会2連覇
を達成しました。

　9月1日から10月初旬まで、三田川健康福祉センター「ふれあい館」
で、約600点におよぶ作品の数々が来館する人を出迎えてくれます。
　瓢箪は古来より縁起の良いものとされ、三つ揃えば三拍（瓢）子揃って
縁起がよい。六つ揃えば無病（六瓢）息災、また瓢箪から駒が出るということわざがあるように吉運を呼ぶと

も言われています。
　岡規美さん（吉田）は約10年程前から趣味でひょうたんを栽培
し、人形の置物や壁掛けなどを制作し知り合いに分けたりしてい
ましたが、社会福祉協議会の職員の勧めにより今回展示すること
になりました。岡さんは「こんなにたくさんの人に見てもらえて
お人形たちも喜んでいるでしょう」と目を細めていました。

　9月5日（日）、猛暑日が続く今夏も吉野ヶ里町消防団による恒例
行事「夏季訓練」が行われました。訓練では、各個点検や通常点検
のほか神埼消防署職員の指導
による新入団員のホース操法
訓練が行われ、約300人の参
加した団員は灼熱の太陽の
下、機敏な動作で訓練の一つ
一つを確認しながら汗を流し
ました。

　9月の毎週木曜日に開催された介護講
座。その3回目では、神埼消防署の職員
が行った救急法の講習には30名が参
加、人工呼吸や胸骨圧迫法による心肺
蘇生法、AEDを使っての実技講習をし
ました。終了後には普通救命講習終了
証が手渡されました。参加者は「いざ
という時は慌てるだろうけど、人の命
が助かるなら実践しないと！」と話し
ていました。

男子単独演武の部4位
の桶舎翔太くん
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まがれ、まがれ～
老人クラブグラウンド・ゴルフ大会

無病（六瓢）息災
岡さんの「ひょうたん」作品展

いざという時に備えて
「おたっしゃ本舗吉野ヶ里」介護講座

みんなの安心安全ために
吉野ヶ里町消防団夏季訓練

佐賀エレクトロニックス国体出場！
9人制女子バレーボール

入賞おめでとう
東脊振空手クラブ・三田川空手クラブ

鍛錬の成果を発揮！
少林寺拳法

連携プレーで初期消火
神埼地区消防本部が表彰

めざせホールインワン!

賞状を手にする大田くん（前列左）、
北村くん（前列中央）、内川くん（前列右）

作品に囲まれて

ひょうたんで作られた六地蔵

団員らによる規律訓練 消防署職員から指導を受ける新入団員ら

心臓マッサージを行う参加者

写真左＝【女子団体演武】（敬称略）
　　　　　上段左より　真　美穂、藤瀬亜佳、中山芽衣
　　　　　下段左より　五反悠里可、伊藤美桜、磯　香那
写真右＝【男子団体演武】（敬称略）
　　　　　上段左より　中牟田大地、桶舎太一、平山裕大、岸川亮史
　　　　　下段左より　末永マシュー、桶舎翔太、高瀬泰雄国体出場を決めた佐賀エレクトロニックス

ヨーヨー釣りを楽しむ園児たち
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耕作放棄地再生利用緊急対策事業

住民票の請求などの際に本人確認を実施しています

マイバック
やって
みませんか？

マイバック
やって
みませんか？

マイバック
やって
みませんか？
10
月
は
買
い
物
袋
持
参
運
動
強
調
月
間
で
す

消防団活性化へ向け備品整備
　宝くじの普及宣伝と消防団活動の活性化を目的に（財）自治総合セン
ターが実施する「ふるさと消防団活性化助成事業」を活用し、吉野ヶ里
町消防団では消防団活性化と団活動の充実を図るため、法被（ハッピ）
を整備しました。
　今後、消防団行事や訓練等に使用し、団員の地域防災への意識向上と
消防団のさらなる活性化に向けて役立てていく予定です。

　吉野ヶ里町耕作放棄地対策協議会では、農業生産の基盤である農地の確保及びその有効活用を図るため、耕作放棄
地の再生・利用する活動に対して、国及び県の事業を有効に活用し、農業経営に意欲がある方・団体への事業の推進
を進めたいと考えています。

　耕作放棄地の現状
【平成21年度末現在】　　田：136,075m2　　畑：130,506m2　　合計：266,581m2

【平成21年度再生面積】　田：32,569m2（内訳　松隈地区：28,473m2　三津地区：4,096m2）

　支援内容
（１）耕作放棄地の再生利用活用
　●再生作業（障害物除去、深耕、整地等） 
　【国助成額】ア　３万円/10ａ×再生面積（事業費が６万円/10ａ以上10万円/10ａ未満で簡易な作業の場合）
　　　　　　　イ　５万円/10ａ×再生面積（事業費が10万円/10ａ以上で簡易な作業の場合）
　　　　　　　ウ　事業費の１/２以内（重機等が必要な特殊作業の場合）
　【県助成額】ア・イの場合　事業費×90％－国助成額（県助成は22年度まで）
　　　　　　　ウの場合　　　事業費の２/５以内（県助成は22年度まで）
　●土壌改良（肥料、有機質資材の投入、緑肥作物の栽培等） 
　【国助成額】：２万５千円/10ａ（最大２年間）
　●営農定着（水田は除く。営農資機材等の調達、導入作物の絞り込み、適正確認等）
　【国助成額】：２万５千円/10ａ（１年間のみ） 
　●経営展開（経営相談・指導、実証ほ場の設置・運営、マーケットリサーチ、加工品試作、試験販売等の実践） 
　【国助成額】：定額
（２）施設等補完整備（（１）の取組に附帯して行う用排水施設、農道、市民農園、農業用機械・施設等の整備）
　【国助助成】：事業費の２分の１以内 
（３）事業要件等 
　●使用貸借、賃貸借、所有権移転、農作業受委託等により、土地所有者に代わり耕作する者が確保され、再生利用
　　活動の取組初年度から５年間以上の耕作が見込まれること。 
　●対象農地は、耕作放棄地全体調査により再生可能な農地として判断された耕作放棄地で、原則、農振農用地区域
　　内であること。 
　●事業対象者は、農業者、農業者等の組織する団体、農業生産法人、農業参入法人、NPO法人等など。 
（４）事業実施期間　　平成21年度～25年度（県助成は22年度まで）

※この事業を利用いただくには、農業委員会事務局へ事前に相談をお願いします。

社会教育課では、女性の皆様にもっと町のことを知ってもら

い、関心を持っていただくことを目的に「いきいき女性講座」

を開講します。今年は子育て支援チームによる託児コーナーも準備しますので、

子育て中の人もぜひご参加ください。

●場　所　　中央公民館　２階展示室
●対象者　　町内に住んでいる女性（定員20名）
●講　師　　吉野ヶ里町職員
●参加料　　無料。ただし10月19日の昼食は各自準備してください。
●申し込み　10月８日（金）までに、中央公民館または東脊振公民館にお申し
　　　　　　込みください。（託児が必要な人は、事前に申し込んでください）

子ども連れでもどうぞ！

いきいき女性講座
　現在、国内では年間300億枚も

のレジ袋が消費されています。

これを人口で割ると、国民1人あ

たり年間約300枚使っている計

算。レジ袋1枚につき約18mlの石

油を使うため、300億枚×18ml

＝55万キロリットルの石油が使

われている計算となります。

　さらに、使い終わったレジ袋

のほとんどがそのまま廃棄され、

ゴミとなっています。また、レジ

袋に水気の多い生ゴミを入れる

ことで、ゴミの重量を増やして

いるのも事実です。レジ袋を焼

却すると地球温暖化の原因とな

るCO2も排出されます。

　買い物時にマイバックを持参

すれば、ごみを減らすだけでな

く、貴重な資源エネルギーを無駄にせ

ず、地球温暖化の

防止にもつな

がります。

　住民基本台帳法の改正により、平成20年5月1日から、住民票の請求の際に本人確認を実施しています。

なお、住民異動届についても引き続き本人確認をしています。

●本人を確認する書類

　①１点でよい書類　　●運転免許証●日本国旅券●写真付住民基本台帳カード●船員手帳●海技免状●猟銃･空

気銃所持許可証●戦傷病者手帳●宅地建物取引主任者証●電気工事士免状●無線従事者免許証●認定電気工事従事

者認定証●耐空検査員の証●航空従事者技能証明書●運航管理者技能検定合格証明書●動力車操縦者運転免許証●

教習資格者認定証●検定合格証●特殊電気工事資格者認定証●身体障害者手帳、療育手帳●官公庁職員の身分証明

書(写真貼付のもの)

  ②2点必要な書類　　　①をお持ちでない人は、次の中から2つの書類を提示してください。

●健康保険証(国民健康保険、後期高齢保険、社会保険、船員保険、共済組合)●介護保険被保険者証●国民年金手

帳(証書)●年金証書(厚生年金、船員年金、共済年金、恩給等)●住民基本台帳カード(写真貼付でないもの)●請求

書に押印の印鑑登録証明書●学生証(写真貼付のもの)●会社の身分証明書(写真貼付のもの)●国･地方公共団体の機

関が発行した資格証明書(写真貼付のもの)

※代理の人についても本人確認をしています。
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問い合せ

総務課交通防災係（三田川庁舎）TEL 37-0330

問い合せ 住民課戸籍係（三田川庁舎）TEL 37-0333

問い合せ

環境課（三田川庁舎）TEL 37-0335

第１回 10月12日（火）10時～12時

開講日・時間 内　　　容 担当課

社会教育課
学校教育課

開講式、社会教育事業
子どもへの教育支援

第３回 10月26日（火）10時～12時
財政課
総務課

町の台所事情
選挙　防災

第４回 11月  2日（火）10時～12時
保健課
福祉課

健康づくり
福祉いろいろ

第５回 11月  9日（火）10時～12時
都市計画課
議会事務局

住宅事情
議場見学と議会

第２回 10月19日（火）10時～14時

企画課
環境課
商工観光課

これからの町づくり
ごみのリサイクル
町内観光めぐり

第６回 11月16日（火）10時～12時

税務課
住民課
社会教育課

税金について
年金について
閉講式

問い合せ 社会教育課（中央公民館）TEL 37-0340

問い合せ 吉野ヶ里町耕作放棄地対策協議会（農業委員会事務局内）TEL 37-0353

今回整備された法被（モデルは職員）
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※すべて東脊振公民館で取り寄せ可能です。

マルシェ

（松屋横）

高速道路

若　菜

佐賀県神埼郡吉野ヶ里町三津770-1

●日替わり弁当　　　　●チキン南蛮
●元祖マルシェ巻き　　●サバの煮付け
●おからコロッケ　　　●スコッチエッグ
　ほか各種取り揃えております。ご予約お待ちしております!! 0952-53-6092

国
道
３
８
５
号
線

JA

図書室だより

年金

暴力に　負けるなひるむな　街ぐるみ

広報紙への有料広告を募集中です！
｢広報吉野ヶ里｣では、有料広告を募集しています。
●掲載料金（１回あたり）
【町内企業】
●縦５横17　5,000円
●縦５横 ８　3,000円
【町外企業】
●縦５横17? 10,000円
●縦５横 ８　5,000円
＊２色刷り(色の指定はできません)

●問い合せ・申し込み
　総務課秘書・広報係

　（三田川庁舎）

　TEL 37-0330まで

　第１号被保険者（自営業、農業、学
生、アルバイトなど）として、国民年
金保険料を納めている人に、独自の
給付として次にあげる『付加年金』・
『寡婦(かふ)年金』・『死亡一時金』
の三つがあります。
●付加年金　第１号被保険者（任意
加入被保険者を含む）は、希望によ
り加入できます。月々の定額保険料
に付加保険料（400円）をプラスして
納めると、65歳から受け取る老齢基
礎年金に付加年金が上乗せされます。
◇付加年金（年間受取額）の計算式
200円×付加保険料納付月数
付加保険料は２年間で納めた保険料
と同額になり、その後はお得になる
制度です。（ただし、国民年金基金に
加入している方は加入できません）
●寡婦(かふ)年金　第１号被保険者
（任意加入被保険者を含む）期間の
みで、保険料を納めた期間と保険料
免除期間（若年者納付猶予期間、学
生納付特例期間を除く）が25年以上
ある夫が、65歳前に老齢基礎年金や
障害基礎年金を受けずに亡くなった
とき、その妻（婚姻期間が10年以上）
に60歳から65歳になるまでの間支給
されます。
◇寡婦年金の額は、夫が受けられる
はずであった老齢基礎年金額（付加
年金は除く）の４分の３の額です。
●死亡一時金　第１号被保険者（任
意加入被保険者を含む）として、国
民年金保険料を納めた期間（免除制
度により一部納付した期間は納付率
に応じて算出）が３年以上納めた人
が、老齢基礎年金や障害基礎年金の
いずれも受けないで亡くなり、その
遺族が遺族基礎年金を受けられない
場合にその遺族に支給されます。
（ただし、死亡一時金と寡婦年金の
両方に該当するときは、どちらか一

方を選択することになります）
◇死亡一時金の額は、保険料を納め
た期間に応じて、120,000円から
320,000円です。　
●問い合せ　住民課年金係（三田川
庁舎）　TEL  37-0333
佐賀年金事務所お客様相談室
TEL  31-4191

●実施日　10月27日（水）
●時間　15:00～17:00
※1人30分程度
●相談を受ける先生　肥前精神医療
センター　杠岳文先生、森崇洋先生
●対象　もの忘れや認知症について
不安がある人およびその家族など
＊予約制ですので事前に申し込みく
ださい。
●場所　東脊振健康福祉センター
「きらら館」相談室
●申込･問い合せ　おたっしゃ本舗吉
野ヶ里（福祉課）　TEL  37-0344

●日時　10月８日(金)
10:00～15:00
●場所　アイスクエアビル４階小会
議室(佐賀市) 、鳥栖市役所１階第１会
議室
●相談内容　不動産の価格･取引、不
動産に関する法律など
●問い合せ　佐賀県不動産鑑定士協
会　TEL  28-3777

　雇用や賃金未払いなど労使間のト
ラブルで悩んでいませんか。労働員
会では、公正･中立な立場であっせん
などの制度により、トラブル解決を
お手伝いいたします。利用は無料、
秘密は厳守しますので、お気軽に相
談ください。
【巡回労働相談】　
●相談日時　10月５日（火）
10:00～16:00
●場所　鳥栖総合庁舎　
●問い合せ　佐賀県労働委員会事務
局　TEL  25-7242

　佐賀県弁護士会では、６月から借
金問題でお困りの方への支援窓口と
して、電話による無料相談を実施し
ていましたが、引き続き12月末まで
電話相談を延長することとなりまし
た。『借金問題は必ず解決できます。
解決を先延ばししないで、勇気をも
って相談の電話を』
●受付時間　12月末までの毎週土曜
日　10:30～12:30
●受付電話番号　TEL  24-3411

●日時　10月１日(金)～７日(木)
10:00～15:00(要予約)
●場所　佐賀県内各司法書士事務所 
●相談内容　登記･相続･会社設立･成
年後見･債務整理･簡易裁判所訴訟代
理等司法書士が行う業務
●問い合せ　佐賀県司法書士会
TEL  29-0626

●日時　10月１日(金)･６日(水)
10:00～16:00
●場所　佐賀市駅前中央1丁目5番10
号朝日生命ビル7階　佐賀公証人合
同役場 
●相談内容　遺言の作成に関する事
項、金銭･土地建物の貸借、老後の財
産管理、離婚に伴う子の養育費およ
び財産分与等
●問い合せ　佐賀公証人合同役場
TEL  22-4387

　～“超“躍する佐賀の企業展～
●日程　10月８日(金)･９日(土)
●会場　市村記念体育館及び周辺の
佐賀城公園 
●内容　ロボットライブショー･セグ
ウェイ試乗体験
●問い合せ　佐賀県農林水産商工本
部新産業課　TEL  25-7129

相談

無料もの忘れ相談室

国民年金の「独自給付」

催し

東佐賀病院講演会

健康っ祭2010

SAGAドリームファクトリー2010

「クレサラ電話相談」

不動産の無料相談会

募集

神埼地区消防事務組合
職員採用試験

労使間のトラブルで
悩んでいませんか

全国一斉司法書士
無料法律相談会

公証人による遺言、
各種契約等無料相談

福祉
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）
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プラチナデータ 東野　圭吾

いのちの食卓 辰巳　芳子 

母　ーオモニー 姜尚中

そうだったのか！池上彰の学べるニュース 池上　彰

命の授業 腰塚　勇人

夜行観覧車 湊　かなえ

中央公民館に新しい本が入りました
本のタイトル 著　者 本のタイトル 著　者

●参加希望の方は事務室か電話でお申込ください。●詳しくは児童館内掲示板をご覧ください。●就学前幼児は保
護者同伴で、小学生は17:00までの利用です。●フルーツ親子ひろばの受付は、10月１日（金）からです。親子で
お弁当を作ろう！は、10月９日にお弁当のメニューを親子で考えて、16日に作ります。16日、出来上がったお弁
当をもって、親子でお出かけされてもいいですね。

三田川

だより 開館時間
月～土曜　９:30～18:00

10月の
催　し児児児児童館

日にち 時　間 行　　　事 対　　　象 材料代 申込締切

４日(月)

２日(土)

11:00～12:00

10:30～12:00

14:00～ どなたでも 無料映画まつり

３組程度

12組程度

９日(土) お弁当を作れる子ども
とその保護者

親子でお弁当を作ろう㈰

親子でお弁当を作ろう㈪

0.1.2.3歳児と保護者親子のつどい

25日(月) 10:30～11:30 1.2.3歳児と保護者フルーツ親子ひろば

無料

無料

各自材
料持参

町内の未就学児と保護者ドレミ広場 無料

10:00～13:00

10:30～11:30

16日(土)

18日(月)

小学生以上工作開放デー 無料

無料

14:00～23日(土)

定員になり次第

定員になり次第

12名程度30日(土) 14:00～ 小学生以上シュシュを作ろう 100円 定員になり次第

定員

「おとうさんのちず」
ユリ・シュルヴィッツ　著
　戦争で故郷を追われ
たぼくたちが命からが
らたどりついたのは、
夏は暑く、冬は寒い国。
食料はとぼしく、土を
かためた床の上で眠る
毎日に、あるとき、お
とうさんは・・・。１
枚の世界地図がぼくに
くれた魔法の時間。

「命の授業」
腰塚　勇人　著
　30万人が泣いた
奇跡の実話。「一
生、寝たきり」と
宣告され、自殺未
遂までした中学校
の教師が、家族や
生徒の応援と、感
謝の心により、復
活を遂げる奇跡の
実話。

※「ハッピーバースデイ」は５ページをご覧ください。

ひみつのカレーライス 井上　荒野

ウサコレフレンズイチゴにんぎょをさがせ！ 大野　直美

おとうさんのちず ユリ・シュルヴィッツ

ムーミンのふしぎ トーベ・ヤンソン

飼育係長 よしながこうたく

ゼラルダと人喰い鬼 トミー・ウンゲラー 

! おすすめの本

こだわり弁当

お弁当の

若菜

問い合せ 三田川児童館  TEL 53-1117
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楽しく学ぼう! 中国語会話

マルシェ

（松屋横）

高速道路

若　菜

佐賀県神埼郡吉野ヶ里町三津770-1

●日替わり弁当　　　　●チキン南蛮
●元祖マルシェ巻き　　●サバの煮付け
●おからコロッケ　　　●スコッチエッグ
　ほか各種取り揃えております。ご予約お待ちしております!! 0952-53-6092

国
道
３
８
５
号
線

JA

暴力に　負けるなひるむな　街ぐるみ 一呼吸　本当なのか　確かめて

広報紙への有料広告を募集中です！
｢広報吉野ヶ里｣では、有料広告を募集しています。
●掲載料金（１回あたり）
【町内企業】
●縦５横17　5,000円
●縦５横 ８　3,000円
【町外企業】
●縦５横17? 10,000円
●縦５横 ８　5,000円
＊２色刷り(色の指定はできません)

日時　10月５日（火）～
会場　神埼市中央公民館　研修室
内容　㈰初級コース 毎週木曜日10：0 0～
11：30
　　　　　　　　　毎週木曜日19：30～21：00
　　　㈪中級コース 毎週火曜日10：0 0～
11：30
受講料　月3,500円
講師　曹　薇薇（神埼町在住）

●問い合せ・申し込み
　総務課秘書・広報係

　（三田川庁舎）

　TEL 37-0330まで

募集

神埼地区消防事務組合
職員採用試験

福祉

（
有
料
広
告
）

通常　行間14.2

（18ページに続く）

●日時　10月17日（日）
９:00～17:00
●場所　吉野ヶ里歴史公園市の広場
●内容　フリーマーケット、和太鼓
演奏、スケッチ大会、親子丸太切り
競争、バルーン
※バルーン(９:00～10:00限定50名)
●問い合せ　ふれあいん祭実行委員
会　TEL  080-4097-8604
(財)吉野ヶ里公園管理センター　
TEL  55-9333

●日時　10月13日(水)
15:00～15:45
●場所　東佐賀病院(地域医療研修セ
ンター)
●内容　精神科医師による、老人が
かかりやすい精神疾患に関する講義

～体で感じるふれあいと健康～
●日時　10月23日(土)
10:00～14:00
●場所　東佐賀病院(地域医療研修セ
ンター･体育館)
●内容　･特別講演「糖尿病をぶっ飛
ばせ！」 講師:今村洋一氏
･無料測定コーナー

(血圧･体脂肪･採血･肺年齢･骨密度)
･相談コーナー(健康相談･生活習慣病
と食事･リハビリ相談･福祉相談)
･キッズコーナー(エアートランポ･折
り紙･絵本･紙芝居･おもちゃコーナー)
どなたでも興味のある方、ぜひお気
軽にご参加ください。
●問い合せ　（上記２つとも）東佐
賀病院連携室　TEL  0942-94-2048

●日時　11月３日（水祝）
●会場　日の隈カンツリークラブ
●参加資格　町民、町内事業所勤務
者
●プレー料　8,000円（ビジター）
●参加費　3,000円
※競技終了後、三田川健康福祉セン
ターにて表彰式を行います。
●申込･問い合せ　ゴルフガーデン
三田川　TEL  53-1090

～高齢者の権利擁護を考える～　
●講師　池田惠利子 氏
●日時　10月31日(日)
14:00～16:00（開場13:00）
●会場　佐賀市文化会館 中ホール
●入場料　無料※できるだけ公共の
交通機関をご利用ください。
●問い合せ　佐賀中部広域連合　給
付課　TEL  40-1134

　肝がん死亡率全国１位から抜け出
そう!!をテーマに吉野ヶ里町、神埼
市民公開講座を開催します。
●日時　10月16日（土）
14:00～16:00
●場所　神埼市中央公民館（大ホール）
●内容　佐賀県の肝炎・肝がんの状
況・治療・インターフェロン治療費
助成について
●料金　無料
●問い合せ　保健課健康づくり係
（きらら館）　TEL  51-1618

●日時　11月７日(日)
９:30～16:00
●場所　佐賀少年刑務所（佐賀市新
生町2-1）（駐車場あり）

●内容　刑務所作業製品の展示販売、
中学生のブラスバンド演奏、太鼓演
奏、陶器の絵付け体験など
●問い合せ　佐賀少年刑務所訓練担
当　TEL  24-3291

●日時　10月23日（土）
10:00～14:00
●場所　神埼市中央公民館
●内容　
『生活習慣病予防のための食事』
　講師　管理栄養士　野口邦子先生
「調理実習と会食」
『生活習慣病の予防について』
　講師　楢本純一先生
●参加料　無料
●参加人数　35名
(事前の申込みが必要です)
※エプロン、三角巾、手ふきタオル、
筆記用具をご持参ください。
●申込・問い合せ
（株）アステム（担当・大坪）
TEL  72-1821
　
　
●日時　11月18日（木）
９:00～15:00
●場所　陸上自衛隊目達原駐屯地
●内容　装備品展示、隊員食堂での
喫食体験等
●参加費　500円（昼食・記念写真
代等）
●定員　30名（抽選）
●申込方法　往復はがきに①住所②
氏名③年齢④電話番号⑤職業⑥性別
⑦当日の駐屯地までの交通手段を記
入の上、「目達原駐屯地広報室見学
ツアー係」まで郵送ください。
※10月29日（金）必着。
●申込･問い合せ　〒842-0032吉
野ヶ里町立野７　目達原駐屯地広報
室TEL  0952-52-2161（内線206）

　九州補給処創立58周年と目達原
駐屯地創立56周年を記念して祝賀
式典及びヘリ展示飛行、災害派遣訓
練展示等を実施します。
●日時　10月23日(土) 　　
８:30～15:00(一般開放）
●場所　陸上自衛隊目達原駐屯地

●行事　祝賀式典：10:00～11:00
●訓練展示　11:00～11:37
●催し物等　装備品展示、ヘリ飛行
展示、災害派遣訓練展示、祝賀編隊
飛行、対戦車ヘリシミュレーター体
験搭乗、ＲＣＶ等体験試乗、子供広
場、野点、模擬売店　等
●交通　ＪＲ吉野ヶ里公園駅からシ
ャトルバスを運行いたしますのでご
利用ください。
●問い合せ　目達原駐屯地広報室　
TEL  52-2161（内線206）

　ごみ減量対策として、生ごみを肥
料に変える「ボカシ肥料専用容器」
「取替用ふた」「ＥＭボカシ肥」を
斡旋します。
●価格（1個･袋）
●ボカシ肥料専用容器　1,500円
＊１世帯あたり３個まで
●取替用ふた　300円
＊１世帯あたり３個まで
●ＥＭボカシ肥（300ｇ）　50円
＊１世帯あたり20個まで
●受付期間･時間
10月18日（月）～10月29日（金）
９:00～16:00（土･日･祝日除く）
＊予定数量になり次第締め切ります。
●申込方法　印鑑と代金を持参の上、
三田川庁舎内環境課へ。容器は代金
と引き換えにお渡しします。
●問い合せ　環境課（三田川庁舎）
　TEL  37-0335

　国土交通省では、将来の交通計画
を立てるための基礎資料を得る目的
で、全国一斉に自動車の利用実態調
査（道路交通センサス）を実施して
います。
　無作為に選定された調査対象車両
を所有されるお宅に調査員が訪問し
ますので、調査にご協力くださいま
すようお願い申し上げます。　

本調査についてホームページ
（http://www.mlit.go.jp/road/h2
2census/ ）にて公開しております
ので、ご覧ください。
●問い合せ　国土交通省九州地方整
備局　佐賀国道事務所 調査課
TEL  32-1151

　平成22年分給与所得の年末調整
説明会を次のとおり開催します。
●実施日　11月18日（木）
13:30～15:30
●場所　神埼市千代田文化会館「は
んぎーホール」（神埼市千代田町直鳥）
●対象者　吉野ヶ里町の源泉徴収義
務者
●問い合せ　鳥栖税務署法人課税部
門　TEL  0942-82-3563

●種類　甲，乙、丙種危険物取扱者
●試験日　11月28日（日）
●願書提出方法　持参または郵送　
●受付期間　
書面申請　９月30日(木)～10月15
日(金)まで
電子申請　９月27日(月)～10月12
日(火)まで
●申込・問い合せ　〒840-0831佐
賀市松原１丁目２番35号　佐賀県
商工会館別館２階　財団法人消防試
験研究センター佐賀県支部
TEL  22-5602

　建退共制度は、中小企業退職金共
済法に基づき建設現場労働者の福祉
の増進と建設業を営む中小企業の振
興を目的として設立された退職金制
度です。この制度は事業主の人々が
労働者の働いた日数に応じて掛金と
なる共済証紙を共済手帳に貼り、そ
の労働者が建設業界で働くことをや
めたときに建退共から退職金を支払
うという、いわば業界全体での退職
金制度です。
●加入できる事業主:建設業を営む人
●対象となる労働者:建設業の現場
で働く人
●掛金　日額310円
●国の制度なので、安全確実、申込
は簡単

●経営事項審査で加点評価の対象と
なります。
●掛金の一部を国が助成します。
●掛金は事業主負担となりますが、
法人は損金、個人では必要経費とし
て扱われ、税法上全額非課税となり
ます。
●事業主が変わっても退職金は企業
間を通産して計算されます。
●問い合せ　建設業退職金共済事業
本部佐賀県支部　TEL  26-2778

　当町の住民基本台帳の閲覧を２件
許可しましたのでお知らせします。 
 ●請求機関  
 東京都中央区日本橋本町2-7-1 
 株式会社　日本リサ－チセンター 
・調査委託をした機関  
　東京都港区愛宕2-5-1 
　NHK放送文化研究所世論調査部 
・請求事由　  
 「デジタル放送に関する調査」    
・閲覧日     
 平成22年８月24日    
・閲覧に係る住民の範囲     
 吉田地区 平成６年12月31日までに
生まれた男女    
●請求機関     
 東京都中央区日本橋本町2-7-1    
 株式会社　日本リサ－チセンター    
・調査委託をした機関     
 東京都千代田区永田町1-6-1    
 内閣府大臣官房政府広報室    
・請求事由　     
「高齢者医療制度に関する世論調査」
・閲覧日     
 平成22年８月24日    
・閲覧に係る住民の範囲     
 箱川地区 平成２年８月31日までに
生まれた男女

●老人クラブへ
●中島安則様(在川)　　故安夫様
●隈本保　様(箱川下分)故ミヨ様
●田中彌生様(立野)　　故善吾様
●野上フミヱ様(目達原)故定雄様
●江口ハル様(苔野)　　故満資様
●中島茂樹様(伊保戸)　故綾子様
●原寛様(上中杖上分)故マツヨ様
●福島昌嗣様(永田ヶ里)故ツユ様
    

催し 生活習慣病教室

環境

ＥＭボカシ容器斡旋

東佐賀病院講演会

健康っ祭2010

第10回町民チャリティーゴルフ大会

公開講座

目達原駐屯地見学ツアー

第34回佐賀矯正展

ふれあいん祭

『認知症になっても
いつまでも自分らしく』

目達原駐屯地
創立56周年記念行事

道路交通センサスに
ご協力をお願いします

その他

年末調整説明会

危険物取扱者試験

知っていますか？建退共制度

寄附御礼

住民基本台帳閲覧者のお知らせ

10月から
始まります

（
有
料
広
告
）

（21ページの続き）

こだわり弁当
お弁当の

若菜
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楽しく学ぼう! 中国語会話

あわてるな　振り込め詐欺の　思うつぼ たしかめて　振り込む前に　もう一度

吉野ヶ里町役場　電話帳
総務課 37-0330

財政課 37-0331

企画課 37-0332

　　（ダム対策係） 37-0342

住民課 37-0333

(三田川庁舎総合窓口) 37-0336

税務課 37-0334

環境課 37-0335

会計課(三田川) 37-0337

議会事務局 37-0338

住民課（東脊振庁舎総合窓口）

 37-0351

会計課(東脊振) 37-0352

福祉課 37-0343

（おたっしゃ本舗吉野ヶ里） 37-0344

保健課 37-0345

農林課 37-0347

建設課 37-0348

都市計画課 37-0349

商工観光課 37-0350

農業委員会 37-0353

学校教育課 37-0339

社会教育課 37-0340

中央公民館 37-0341

●吉野ヶ里町：　東脊振庁舎/毎週木曜日
●神埼市（37-0107）：毎週火曜日・金曜日　●上峰町（52-2181）：毎月第２金曜日
●みやき町（0942-96-5534）：毎週月曜日・水曜日
※時間はいずれの会場も９:30～15:30

司法書士による相談会を行います。
（多重債務、相続・遺言、登記関係等）
第２、第４木曜日、東脊振庁舎第１会議室
※相談時間は1人30分を原則とします。　13:00～15:00
●面談での相談です。専門相談員と司法書士が相談に応じます。
●相談は無料です。相談者の個人の秘密は完全に守られます。
●相談は事前予約制です。下記に電話でお申し込みください。
●申込･問い合せ　商工観光課(東脊振庁舎) 　TEL 37-0350
●受付　９:00～17:00(平日)
※予約は先着順です。定員になり次第締め切ります。

消費生活相談日と場所（市・町外の人も相談できます）

保険選びのポイント

☆損害保険→第二分野
　事故が起きたとき、保険会社が調査をして保険額を決め支払います。火災の場合
は、損害を穴埋めするのが目的なので焼け太りはありません。
　自動車保険・火災保険・賠償責任保険などが代表的であり、保険期間は1年ものが
主流です。
　「自動車保険」は対物賠償、対人賠償、車両、人身障害、搭乗者傷害などを組み
合わせた複合的な保険です。
　「火災保険」は火災だけでなく風水害や盗難なども対象とするものがほとんどです。
　損害保険は基本の補償が複雑で100を超える特約があり、自動的に特約が付くも
のとオプションで選ぶものがあります。また保険約款が後から保険証券と一緒に送
られてくるのでパンフレットや契約概要をよく読んで契約しましょう。
☆医療保険・傷害保険→第三分野
　生命保険会社、損害保険会社の両方で商品を販売しています。
　現在販売している医療保険は、けがと病気の両方を保障します。
①保険金
「障害疾病定額保険」は当初定めた保険金を保険会社が支払います。
「障害疾病損害保険」は保険会社が調査をして保険額を決め支払います。
②保険期間
「定期保険」は保険期間が決まっています。
「終身保険」は被保険者が死亡するまで保険期間が続きます。
　保険料支払いのために貯蓄ができないのでは本末転倒です。ライフステージに合
わせて保険と上手に付き合っていきましょう。

東脊振公民館 52-3499

東脊振健康福祉センター

　　　　　「きらら館」 51-1618

三田川健康福祉センター

　　　　　「ふれあい館」51-1965

東脊振幼稚園 52-2936

吉野ヶ里保育園 52-3024

三田川児童館 53-1117

温水プール（体育協会） 52-1944
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広報紙への有料広告を募集中です！
｢広報吉野ヶ里｣では、有料広告を募集しています。
●掲載料金（１回あたり）
【町内企業】
●縦５cm横17cm　5,000円
●縦５cm横 ８cm　3,000円
【町外企業】
●縦５cm横17cm 10,000円
●縦５cm横 ８cm　5,000円
＊２色刷り(色の指定はできません)

日時　10月５日（火）～
会場　神埼市中央公民館　研修室
内容　①初級コース 毎週木曜日10：00～11：30
　　　　　　　　　 毎週木曜日19：30～21：00
　　　②中級コース 毎週火曜日10：00～11：30
受講料　月3,500円
講師　曹　薇薇（神埼町在住）
連絡・申込先　金丸安隆　神埼町鶴2484-3
TEL/FAX 52-5863

●問い合せ・申し込み
　総務課秘書・広報係

　（三田川庁舎）

　TEL 37-0330まで

10月から
始まります

（
有
料
広
告
）

問い合せ
商工観光課（東脊振庁舎）℡ 37-0350



暴力を　追い出す力　地域の輪 暴力団　追放できる　強い町

日曜・祝日在宅当番医

日曜・祝日在宅当番医

※予防接種については５ページをご覧ください。

27 YOSHINOGARI 26YOSHINOGARI

行　　　　事　　　　名日（曜）

8月のカレンダー

よしのがリサイクル（8月搬出分）

『よしのがリサイクル』は町で回収した資源ごみについてのリサイクル情報です。売却代金は、環境教育（子ども
達や各種団体）や紙ひも・花苗購入などに使用しています。
☆吉野ヶ里町リサイクルセンター（東脊振I.C前）※天候により中止する場合があります。

　●開館日　月～金曜８:30～17:00、毎週土曜９:00～12:00　第１日曜日（10月３日）８:30～17:00
☆南部地区臨時回収場所（町民温水プール北側）※天候により中止する場合があります。

　●回収日　月～金曜８:30～17:00（土・日祝休み）

　佐賀県内の予防接種広域実施医療機関で接種することができ
ます。

◆個別予防接種のお知らせ
　日本脳炎の予防接種について、平成22年４月１日から
１期初回の標準的な接種期間対象者（３歳に達した時か
ら４歳に達するまでの期間）に対し、「積極的な勧奨」
を再開することになりましたので、対象者の人には個人
通知します。なお、４歳以上７歳半までの人で接種を希
望する人は、きらら館（保健師）までお問い合わせくだ

予防接種（ワクチン）の種類 対 象 者

三種混合
（ジフテリア・百日咳・破傷 生後３～90か月児

生後12～24か月児

３歳～７歳半児

年長児
（平成16年４月２日～
　平成17年４月１日生まれ）

個別予防接種のお知らせ

〈乳幼児個別予防接種〉

保健行事保健行事

単位：kg

新　聞 その他
紙 シュレッター ダンボール 紙パック アルミ缶 ペットボトル 売却金額

11,640 8,950

ペットボトル
キャップ

160180 4,030 210 780

古着

1,060

スチール缶

290 1,460 390,234円

＊【詳】…詳しくはお知らせページなどを見てください。

【外】外科　【整外】整形外科　【内】内科　【胃】胃腸科　【小】小児科
【脳】脳神経外科　【呼】呼吸器科　【循】循環器科

【外】外科　【整外】整形外科　【内】内科　【胃】胃腸科　【小】小児科
【脳】脳神経外科　【呼】呼吸器科　【循】循環器科

麻しん・風しん混合（2期）

日本脳炎

麻しん・風しん混合（1期）

神埼地区消防本部 TEL 53-1384

夜間や休日に
診療してもらえる医療機関を調べたいとき

救急医療情報案内

図書室開放

行　　　　事　　　　名日（曜）

10月のカレンダー＊【詳】…詳しくはお知らせページなどを見てください。

●

●

●

●

●接種するときの注意点
接種を希望する医療機関が予防接種の広域実施医療機関であ
るかを事前に確認してください。
予約が必要なときは、医療機関に直接予約してください。
※西谷クリニックは今年度から予約が必要となっています。
お子様の体調をチェックし、予診票に必要事項を記入してく
ださい。
医療機関には予診票と母子手帳を忘れずに持参してください。

●まちの面積　43.94km2
●まちの人口（9月1日現在）
　男性 7,848（  +6）
　女性 8.351（+14）
　合計 16,199（+20）
●世帯数 5,778（ +10）
※出生数9　死亡数14（8/1～8/31届出）

吉野ヶ里夢ロマン軽トラ市　

健康相談【詳】　温水プール休館日

BCG予防接種【詳】　４か月児健診【詳】　７か月児健診【詳】

献血【詳】

行政･人権相談（農村改善センター）９:30～12:00　消費生活相談【詳】　 

第５回吉野ヶ里町夏ふれあい祭

図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館
第４回小学生走ろう会６:00～吉野ヶ里歴史公園西口エリア（順延の場合は８日）

健康相談【詳】　ワン･ツー体操【詳】　献血【詳】　温水プール休館日

12か月児相談【詳】　おしゃべり広場きらきら10:30～14:30中央公民館

消費生活相談【詳】

きらら館休館日（～16日）

図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館

温水プール休館日　

乳がん検診予約開始

消費生活相談【詳】　

図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館

パパママ学級【詳】

健康相談【詳】　温水プール休館日　　

２か月児相談【詳】

消費生活相談【詳】

３歳６か月児健診【詳】

図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館
第32回少年の主張佐賀県大会14:00～アバンセホール

健康相談【詳】　温水プール休館日
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金
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月

火
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木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館

吉野ヶ里夢ロマン軽トラ市

温水プール休館日　健康相談【詳】

行政･人権相談（農村環境改善センター）９:30～12:00　 

BCG予防接種【詳】　４か月児健診【詳】　７か月児健診【詳】　

消費生活相談【詳】

図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館

第５回吉野ヶ里町民体育大会

温水プール休館日　

おしゃべり広場きらきら10:30～14:30中央公民館　　12か月児相談【詳】

消費生活相談【詳】　

ポリオ生ワクチン投与【詳】

図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館

温水プール休館日　健康相談【詳】　ワン･ツー体操【詳】

乳がん検診予約開始【詳】

道の駅吉野ヶ里休館日

消費生活相談【詳】　

３歳６か月児健診【詳】

吉野ヶ里ふるさと炎まつり　　図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館

吉野ヶ里ふるさと炎まつり　パパママ学級【詳】

温水プール休館日　健康相談【詳】

２か月児相談【詳】

おしゃべり広場きらきら10:30～14:30中央公民館　

消費生活相談【詳】　

図書室開放９:00～13:00中央公民館･東脊振公民館

地区対抗グラウンド・ゴルフ大会

1
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10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

H21.12月生

H21.９月生

４か月児健診

７か月児健診
６（火)

毎週月曜日
（5・12・19・26）

13:00～13:15

13:15～13:30
きらら館

一般町民きらら館健康相談 ９:00～11:00

母子手帳

母子手帳

水筒（お茶）

＊母子手帳交付については、東脊振健康福祉センター「きらら館」にて随時交付します。

ならもと内科医院
神埼市神埼町本堀

【内】

おおつぼ内科医院
神埼市神埼町本堀
?52-1525 【内】

栗並医院
神埼市神埼町枝ヶ里
?52-2977 【内】

BCG予防接種 ６（火) 13:00～13:15 きらら館 母子手帳・予診票

12か月児相談 H21.４月生

23(金)３歳６か月児健診 13:00～13:30 きらら館 母子手帳・健康相談票H18.９月・10月生

25(日)パパママ学級 ９:45～10:00
（要予約）

きらら館 母子手帳・健康相談票H22.７・８月出産予定の
妊婦と夫

27(火)２か月児相談 13:00～13:15 きらら館 H22.２月生

21(水) 13:00～13:15 きらら館

ワン・ツー体操

H21.12月生及び生後
６か月未満の未接種児

12(月) ９:50～10:00 きらら館

母子手帳・エプロン

２歳以上の幼児と保護者

国保健診結果説明会

集団健診
・若年健診
・特定健診
・後期高齢者健診
・がん検診

※集団健診のページをご覧ください。
　（13ページ）

５月12日～18日における
国保集団健診受診者

５月20日～24日における
国保集団健診受診者

毎週月曜日
（11日を除く）

９(金)～13(火)
11(日)を除く

一般町民きらら館定期健康相談 ９:00～11:00

８:30～11:00

＊母子手帳は、きらら館で随時交付します。妊娠届出書と印鑑をご持参ください。

BCG予防接種 ５(火) 13:00～13:15 きらら館 母子手帳・予診票

母子手帳

母子手帳

２歳以上の幼児と保護者18(月)ワン・ツー体操 ９:50～10:00 きらら館 水筒(お茶)

16(水)～22（火）
19（土）を除く

26（土）を除く

９:00～11:00

９:00～11:0024(木)～28（月）

ふれあい館

きらら館

H22.９・10月出産予定の
妊婦とその夫(要予約)６(日)パパママ学級 ９:45～10:00 きらら館 母子手帳

H21.８月生11(水)12か月児相談 13:00～13:15 きらら館

母子手帳・健康診査票H19.３・４月生22(金)３歳６か月児健診 13:00～13:30 きらら館

母子手帳H22.８月生26(火)２か月児相談 13:00～13:15 きらら館

母子手帳H21.10月生13(水)12か月児相談 13:00～13:15 きらら館

ふれあい館

H22.６月生
５(火)

４か月児健診

７か月児健診

13:00～13:15
きらら館

H22.３月生13:15～13:30

H22.６月生及び生後
６か月未満の未接種児

パパママ学級 24(日) ９:45～10:00 きらら館 母子手帳
H23.１月・２月出産予定
の妊婦とその夫（要予約）

ポリオ生ワクチン投与 30(水) 13:00～13:30 きらら館 母子手帳・予診票

健康手帳
結果引き換え用紙

H21.２月～５月生、
H22.１月生、及び
生後90月未満の未接種児

ポリオ生ワクチン投与 15(金) 13:00～13:30 きらら館 母子手帳・予診票
H21.６月～10月生、
H22.５月生、及び
生後90月未満の未接種児

和田内科小児科胃腸科
神埼市神埼町神埼

【内・小・胃】

和田医院
神埼市千代田町嘉納
?44-2046 【内・小】

目達原整形外科
吉野ヶ里町目達原
?52-3717 【整外】

なかしま整形外科クリニック
神埼市神埼町本堀
?51-1430 【整外】

小森医院
吉野ヶ里町上豆田
?52-1136 【小・内】

最所医院
吉野ヶ里町吉田
?52-2452【内・胃・呼】

橋本病院
神埼市神埼町本告牟田
?52-2022 【外・内】

橋本病院
神埼市神埼町本告牟田
TEL52-2022 【外・内】

（日）

（日）

（月）

（日）

（日）

（日）

（水）

（日）

（日）

10月３日

10月10日

10月11日

10月17日

10月24日

10月31日

11月３日

11月７日

11月14日

　

和田記念病院
神埼市神埼町尾崎
?52-5521 【内・胃・小】

和田記念病院
神埼市神埼町尾崎
TEL52-5521 【内・胃・小】

和田記念病院
神埼市神埼町尾崎
?52-5521 【内・胃・小】

なかしま整形外科クリニック
神埼市神埼町本堀
?51-1430 【整外】

なかしま整形外科クリニック
神埼市神埼町本堀
TEL51-1430 【整外】

最所医院
吉野ヶ里町吉田
?52-2452 【内・胃・呼】

中下医院
神埼市千代田町　江

【内】

おおつぼ内科医院
神埼市神埼町本堀
?52-1525 【内】

松本医院
吉野ヶ里町下三津東
TEL52-4185 【内・小】

和田内科小児科胃腸科
神埼市神埼町神埼

【内・小・胃】

和田内科小児科胃腸科
神埼市神埼町神埼
TEL52-2021 【内・小・胃】

和田内科小児科胃腸科
神埼市神埼町神埼

【内・小・胃】

福嶋内科医院
神埼市千代田町境原
?44-2141 【内・小】

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町目達原
?51-1110 【内・胃】

栗並医院
神埼市神埼町枝ヶ里
?52-2977 【内】

福嶋内科医院
神埼市千代田町境原
TEL44-2141 【内・小】

栗並医院
神埼市神埼町枝ヶ里
TEL52-2977 【内】

福嶋内科医院
神埼市千代田町境原
?44-2141 【内・小】

栗並医院
神埼市神埼町枝ヶ里
?52-2977 【内】

しらいし内科
神埼市神埼町城原
?52-3848 【内・循】

しらいし内科
神埼市神埼町城原
TEL52-3848 【内・循】

南医院
神埼市千代田町直鳥
?44-2777【外・胃・整外】

南医院
神埼市千代田町直鳥
TEL44-2777 【外・胃・整外】

橋本病院
神埼市神埼町本告牟田
?52-2022 【外・内】

南医院
神埼市千代田町直鳥
?44-2777【外・胃・整外】

古賀内科
神埼市千代田町境原
?44-2311 【内・小・胃】

古賀内科
神埼市千代田町境原
TEL44-2311

【内・小・胃】

和田医院
神埼市千代田町嘉納
?44-2046 【内・小】

神埼クリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
?53-1818 【内・胃・呼】

神埼クリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
?53-1818 【内・胃・呼】

神埼クリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
TEL53-1818 【内・胃・呼】

（日）

（月）

（火）

（水）

（日）

（日）

（日）

（日）

（日）

（日）

５月２日

５月３日

５月４日

５月５日

５月９日

５月16日

５月23日

５月30日

６月６日

６月13日

おおつぼ内科医院
神埼市神埼町本堀
?52-1525 【内】

おおつぼ内科医院
神埼市神埼町本堀
TEL52-1525 【内】

松本医院
吉野ヶ里町下三津東
?52-4185 【内・小】

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町目達原
?51-1110 【内・胃】

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町目達原
TEL51-1110 【内・胃】

神埼病院
神埼市神埼町田道ヶ里
?52-3145【外・整外・胃】

西谷クリニック
吉野ヶ里町大塚ヶ里
?52-3139 【内・小・脳】

西谷クリニック
吉野ヶ里町大塚ヶ里
TEL52-3139 【内・小・脳】

目達原整形外科
吉野ヶ里町目達原
?52-3717 【整外】

目達原整形外科
吉野ヶ里町目達原
TEL52-3717 【整外】

中尾胃腸科医院
神埼市神埼町田道ヶ里
?52-3295【外・整外・胃・内】

山田こどもクリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
?55-6566 【小】

山田こどもクリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
TEL55-6566 【小】

たけうち小児科医院
神埼市神埼町田本堀
?52-2524 【小】

小森医院
吉野ヶ里町上豆田
TEL52-1136 【小・内】

たけうち小児科医院
神埼市神埼町田本堀
TEL52-2524 【小】

中下医院
神埼市千代田町　江

【内】

※診療時間は９時～17時

「乳がん検診」の 予約受付

●下記の電話番号へのお申し込み、または
　「きらら館」窓口でのお申し込みに限ります。

　東脊振健康福祉センター「きらら館」
　TEL(0952)５１－１６１８

【予約方法】

●予約開始日　　　　10月19日（火）
●受付時間　　　　　 ８:30～17:15
●対象となる検診日　11月29日～12月１日

●公平性を保つため、予約開始日は上記の電話
　番号以外での電話受付はいたしませんのでご
　了承ください。
●定員（１日当たり50名）になり次第、予約受
　付を終了します。
●受付日は、電話がかかりにくくなることが予
　想されます。

歯科保健教室

問い合せ
保健課健康づくり係
東脊振健康福祉センター｢きらら館｣ TEL51-1618

問い合せ
環境課（三田川庁舎）TEL37-0335
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1022
37-0330

10
No.056

2010     OCT

ママ・パパゆったり子育て

吉
野
ヶ
里
町

再
発
見
シ
リ
ー
ズ

第
17
回

D
I
S
C
O
V
E
R
  YOSHINOGARI

秋
の
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と
萩
原

肩の力を抜いて子育てを楽しみましょう

ダム計画と振興事業
五ヶ山ダムの影響緩和と地域振興をめざして

　秋到来。秋の訪れと共に、野に山にススキの穂が美しく光り輝き始

める。この美しい日本の秋を、山上憶良は万葉集で

｢秋の野に 咲きたる花を指折り かき数ふれば 七種の花 

萩の花 尾花 葛花 撫子の花　女郎花､また藤袴　朝貌の花」と詠み、

これが秋の七草として今に至っている。萩はハギ、尾花とはススキ、

葛花はクズ、撫子とはカワラナデシコ、女郎花はオミナエシ、藤袴はフ

ジバカマ、朝貌とはキキョウのことである。春の七草が食を楽しむも

のに対し､秋の七草はいずれも花だ。それにし

ても､クズなどは”これがキレイ？”と首を傾げ

るほど地味で、現代人と万葉人の美意識の違

いを実感させられる。

　さて､本町には秋の七草すべてが自生してい

るが、その一つ「萩」の字を冠した萩原地区がある｡筆

者もそこに住む者であるが、この地に萩が咲き乱れて

いたところから、萩原と名づけられたものと思いなして

いた。確かに古語辞典には“萩が生い茂っている所”と

あるが、「萩原」という地名の由来には諸説あり簡単に

はいかない。「萩原」は、全国に多い地名で、その殆ど

は台地や丘陵地にあり、開拓地、開墾地という意味で、

「ハギ」は「剥ギトル」からきているとも言われる。換

言すれば、「野原が剥ぎとられ、開墾された所」というと

ころか。その点では、9月号で取り上げた吉野ヶ里と同

じ佳字地名とも考えられる。いずれにしても、地名の由

来については一概に言えず難しいものだ。（文責：於保  忠）

●行政トピックス……………………………

●TOWN WATCHING……………………………………

●子どもと図書のページ……………………………………

●お知らせ…………………………………………………

●保健行事・カレンダー…………………………………

CONTENTS

　今年百歳を迎えた町の最高齢者の安武
クラさん（萩原）。クラさんが生まれた
明治43年は、日本の歌百選に選出され、
みなさんもよくご存知の『春が来た』が
発表された年でもあります。そんな歌と
ともに今日まで語り継がれるお年寄りの
知恵と歴史が、今の吉野ヶ里町の礎とな
っています。

特集1

特集2

広報よしのがりは、吉野ヶ里町の公式ホームページ
のデジタル広報でも見ることができます。 http://www.town.yoshinogari.saga.jp/

「まちのたから」

表紙の ことば
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やまのうえのおくら

おゆびお ななくさ

はぎ おばな くずばななでしこ

かし

おみなえし ふじばかま あさがお

は

ほとん

カワラナデシコ

クズ

カワラナデシコ

クズ

写真上：ハギ、下：ススキ
オミナエシ

フジバカマ

キキョウ

オミナエシ

フジバカマ

キキョウ

よしのかりよしのかりよしのかり
吉
野
ヶ
里

ふ
る
さ
と
●と   き　１０月２３日（土）・２４日（日）
●ところ　祭りの広場（吉野ヶ里歴史公園内）
●最寄りの駐車場：ふるさと炎まつり臨時駐車場（公園西口交差点北）
　※このほか当日は、東口・西口駐車場とも無料で、入園料も無料となります。
●実行委員会では、炎まつり当日にご協力いただくボランティアスタッフを募集しています。
　詳しくは商工観光課（東脊振庁舎）までお問い合わせください。
●まつりの詳しい内容は、ふるさと炎まつり実行委員会が配布するチラシをご覧ください。
●問い合せ：吉野ヶ里ふるさと炎まつり実行委員会事務局
　　　　　　商工観光課（東脊振庁舎）　ＴＥＬ３７－０３５０
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